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入学式 ４月��日(金)
オリエンテ－ション ４月��日(金)
前期学位論文 (論博含む) 提出期限 ５月��日(水)
前期連合一般ゼミナール (日本語) (当番 鹿児島大学) ６月��日(水)～６月��日(金)
人材養成学生支援セミナーⅠ (当番 鹿児島大学【農】) ７月��日(水)
学位論文審査・最終試験等結果報告期限 ８月��日(月)
学位記授与式 ９月��日(金)
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後期学位論文(課程博)提出期限 ��月５日(火)
学位論文審査・最終試験結果報告期限 １月��日(水)
学位記授与式 ３月８日(金) (予定)
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鹿児島大学大学院連合農学研究科は, 佐賀大学・鹿児島大学・琉球大学の３構成大学が相互に協力し, 多彩な専門

の教授陣による質の高い博士教育を実施することで, 研究者, 技術者, 教育者として ｢進取の精神｣ に溢れるリーダー

の育成を目指します｡

教育目標

１. 農学に関連する幅広い学問と高度な専門知識・技能を修得し, 諸課題を探索・解決する能力を有する人材を育

成します｡

２. 確かな分析力・俯瞰力・説明能力を身につけ, 困難な課題に挑むチャレンジ精神やグローバルな視野を備え,

地域社会と国際社会に貢献できる人材を育成します｡

そのために次の３つのポリシーを掲げます｡���������������������
鹿児島大学大学院連合農学研究科は, 全学の学位授与の方針及び連合農学研究科の教育目標に鑑み, 以下に示す

方針に基づいて, 博士の学位を授与します｡

博士課程において, 以下に挙げる能力を身につけ, 所定の単位を修得し, 博士論文の審査及び最終試験に合格し

た者に博士の学位を授与します｡

１. ｢博士｣ として社会から期待される品位と高度な専門知識を持ち, 農林水産分野の課題探求と解決に至るまで

の研究を, 自立的に遂行できる能力

２. ｢研究者・技術者・教育者｣ として, 地域社会から国際社会まで幅広く活躍できる能力とリーダーシップ精神

を発揮できる能力���������������������������
鹿児島大学大学院連合農学研究科は, 学位授与の方針 (ディプロマ・ポリシー) に掲げる能力を備えた人材を育

成するため, 以下のとおり教育課程を編成のうえ�実施します｡
１. 入学から学位取得に至るまで系統性のある教育課程の編成

①学位プログラム教育：農学に関連する幅広い学問と高度な専門知識・技能を修得させ, 研究指導を通して諸課

題を検索・解決する能力を向上させる教育を行います｡

②高度人材養成教育：博士課程学生として確かな分析力・俯瞰力・説明能力を身につけさせるとともに, 困難な

課題に挑むチャレンジ精神やグローバルな視野の獲得など, 実社会の発展に貢献できる能力を育てます｡

２. 目的・目標に応じた方法による教育の実施

学位授与の方針に掲げる能力を育成するために, 各科目の目的・目標に応じた方法による教育活動を行います｡

３. 厳格な成績評価の実現

各科目において教育・学修目標と評価基準を明確に示し, 厳格な成績評価を行います｡������������������������
１. 求める人材像

農林水産学分野, すなわち生命科学に基づく食料生産や生物資源環境に対する興味と問題意識を持ち, 学位取

得に至るまでの熱意と能力を備え, 課題解決と学理探究を目指す, 学生および社会人を国内外から積極的に受け

入れます｡

２. 入学前に身につけておいて欲しいこと

農水産学及び自然科学における広い知識と専門分野における修士レベルの学力, ならびに豊かな国際感覚と博

士課程に必要な英語力が必要です｡ また, 留学生については日本語の基礎力も望まれます｡

３. 入学者選抜の基本方針

修士課程または専門職学位課程を修了した者については, 出願書類の評価及び口頭試問でのプレゼンテーショ

ン (修士論文等の内容・入学後の研究計画を含む) と質疑応答の内容から合否を判定します｡ また, 修士課程ま

たは専門職学位課程を修了していない者については, 受験資格の審査を行い, 認定された場合, 出願書類の評価

及び口頭試問でのプレゼンテーション (修士論文に相当する内容・入学後の研究計画を含む) と質疑応答の内容

から合否を判定します｡
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１. 設置の趣旨・目的

鹿児島大学大学院連合農学研究科は, 日本の食料生産基地である九州・沖縄において,

農水産業のさらなる発展を目指し, 環境と調和した安定的な食料生産および技術革新を

担う指導者の養成を目的に, 佐賀大学, 琉球大学と鹿児島大学が連合し, 多彩な教員組

織を構築して, 研究施設及び設備も連合しながら教育研究体制を作り, 社会・世界に貢

献する博士を輩出する博士課程大学院である｡ 温帯から熱帯資源の生産・利用を中心に

地域・国際農水産学, 環境農水産学及び先端生命化学に関する高度の専門的能力と豊か

な学識をそなえた研究者を養成し, 斯学の進歩と農水産業および地域の発展に寄与する

ことを目的とする｡ また, 社会人並びに外国人留学生, 特に中国及び東南アジア等の諸

国から農水産学系の留学生希望者を積極的に受け入れ, アジアにおける農学の教育研究

の中核となることを目的とするものである｡

２. 教育の理念

農学分野に加えて他大学の連合農学研究科にない水産学分野をもつ本研究科は, 自己

の専門分野のみならず, 幅広い農学・水産学に関する深い知識を修得させ, 大学, 試験

研究機関あるいは民間企業において生物資源関連, 水産資源関連分野の発展に貢献しう

る研究者の養成を行う｡

３. 教学上の特色� 本研究科では, 学生１人について主指導教員１人のほかに副指導教員２人を指定す

る｡ 従って学生１人につき３人の指導教員がつくことになる｡� 本研究科では, 必修科目 (農学特別講義：２単位, 特別演習：２単位, 特別研究６

単位), 選択必修科目として基礎科目 (専攻別基礎特論：���単位)・発展科目 (専攻

別特論：���単位) 及び選択科目として共通科目の中から１単位以上合わせて��単位
以上を修得し, これらの履修を論文提出の必須条件としている｡� 学生は, 主指導教員が専任として在職する構成大学に配属され, 研究指導を受ける

が, 他の構成大学の施設・設備も利用することができる｡
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専攻名 連 合 講 座 名 連 合 講 座 の 概 要

生

物

生

産

科

学

熱帯資源･植物生産科学

九州・沖縄地域を中心とした, 温帯から亜熱帯までの植物資源の分
類・導入・収集・保存・利用, 生理生態機能の解明, 栽培管理技術の
向上, 先端技術による育種, 種苗の増殖, 施設栽培の高度化などによ
る作物の生産能力向上と栽培技術の改良・高度化に加え, 熱帯島嶼の
環境と生態系に関する研究などについての基礎から応用までの教育と
研究を行う｡

動 物資源生産科学

我が国有数の畜産地帯である九州・沖縄を背景に, 動物遺伝資源の
保護と活用, 家畜の育種, 繁殖, 飼養, 管理, 粗飼料の生産・利用な
どについて, 動物の生理・生態機能や生体機構の解明から家畜生産分
野における先端技術領域までも含めて, 基礎研究から応用生産技術ま
でを統合した教育と研究を行う｡

地域・国際資源経済学

九州・沖縄地域を中心としながら, 世界における (国際的な) 農林・
水産資源の生産, 流通, 保護および農林業と水産業に関する生産から
流通までの政策と経済, 経営主体と組織のあり方, 生産物の所有や分
配の構造に関する基礎から応用までの教育と研究を行う｡

応

用

生

命

科

学

生 物 機 能 化 学

微生物から高等動・植物にいたる生物および生体成分の機能を化学
的, 物理化学的, 酵素学的および生物工学的手法により, 分子, 細胞,
組織および生体レベルで究明して生命現象の解明に役立てると共に,
有用成分を食品, 化粧品, 医薬品およびその他の分野に開発･利用して
人間の健康生活の向上に役立てる教育と研究を行う｡

食 品 機 能 科 学

農産物・水産物・畜産物等, 資源生物の生体成分と代謝機構及び資
源生物に含有される機能性成分やそれら成分間の相互作用等について,
主として生化学及び微生物学的側面から追究し, それら資源生物の食
品としての栄養生理機能の解明, 機能性食品の開発, 食品としての付
加価値を高めるための加工, 保蔵, 安全性評価並びにバイオマスの利
用等について教育と研究を行う｡

先 端応用生命科学

目覚ましい発展を遂げているライフサイエンスを分子, 細胞および
生体レベルで追究し, 遺伝子, タンパク質および生体成分などの機能
解明, 生体調節機構や分子間相互作用の解明, 新機能生理活性物質の
探索と利用, 食と生活習慣病予防, 新バイオテクノロジー技術の開発
に関するなどの研究を基礎から応用までの教育と研究を行う｡連携大学院タカラバイオ㈱

農

水

圏

資

源

環

境

科

学

生物環境保全科学

生物資源の生産性向上と保護のため, 土壌の理化学性, 合理的施肥
法および病原体, 害虫, 天敵などの分類, 生理生態などを主として化
学的, 生物学的方法により解明し, さらに森林生態系ならびに自然生
態系を維持しながら有用植物の最適な管理方法を確立するための教育
と研究を行う｡

地 域資源環境工学

生物生産の基礎となる土地の整備・保全, 水資源の有効利用と水環
境の保全, 農業施設の構築, 労働生産性を高めるための機械の開発や
作業の体系化, 生産物の貯蔵・輸送施設などの改良・開発, 環境情報
の収集, 生物と機械及び森林環境保全, 砂防, 木質資源の有効利用に
ついて, 主として物理学的, 工学的方法により達成するための教育と
研究を行う｡

水 産資源環境科学

近年, 食糧蛋白源としてのみならず, 我々の健康をまもり, あるい
は増進する食品としてその重要性が注目されている水産資源, 特に九
州から熱帯・亜熱帯における, 維持・管理・利用について, 水産生物,
漁業学, 海洋学, 漁場環境学, 水産増養殖学などの専門分野から究明
するため, 幅広い視野から高度な教育と研究を行う｡

―�―
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地域固有の生物生産が活発に行われている九州・沖縄において, 構成大学の教員組織, 研究施設及び

設備を連合して教育研究体制を作り, 生物生産, 生物資源の開発・利用・保全並びにバイオサイエンス

に関する高度の専門的能力と豊かな学識をそなえた研究者の養成を目指す｡

―��―

��������
農産物の生産向上と熱帯・亜熱帯資源の活用, 農林水産物の流通と国際政策, 食料生産システ

ムの構築, 品種改良および新作物の創生, 効率的な家畜生産において専門的な教育を行い, 農水

産業の発展に寄与できる, 高度の専門的能力と豊かな学識をそなえた人材を養成する｡��������
生物資源の有効活用, 未利用資源および廃棄物の有効利用, 食品の機能 開発, 食の安全管理,

食と健康, 先端的バイオサイエンスとバイオテクノロジー, 分子から個体に至る機能開発におい

て専門的な教育を行い, 農水産業の発展に寄与できる, 高度の専門的能力と豊かな学識をそなえ

た人材を養成する｡�����������
農水圏における食料資源環境の整備・保全, 食料生産の向上及び貯蔵・輸送の効率化, 農作物

の生物防御, 森林環境の保全と資源保護, 水産資源および環境の保全において専門的な教育を行

い, 農水産業の発展に寄与できる, 高度の専門的能力と豊かな学識をそなえた人材を養成する｡
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科目

区分
科 目 名 単位

受講

時間

講義

方式

☆必修

◎必修

○選択必修

●選択

担 当 教 員

受講年次

１ ２ ３

必修

科目

農学特別講義 (一般セミナー) � �� 集中 ☆
構成大学教員

外部講師
☆ ☆

特別演習

熱帯資源・植物生産科学特別演習

動物資源生産科学特別演習

地域・国際資源経済学特別演習

生物機能化学特別演習

食品機能科学特別演習

先端応用生命科学特別演習

生物環境保全科学特別演習

地域資源環境工学特別演習

水産資源環境科学特別演習

���������
������������������

個別

個別

個別

個別

個別

個別

個別

個別

個別

��������������� ◎
主・副指導教員

主・副指導教員

主・副指導教員

主・副指導教員

主・副指導教員

主・副指導教員

主・副指導教員

主・副指導教員

主・副指導教員

���������������◎
���������������◎

特別研究

熱帯資源・植物生産科学特別研究

動物資源生産科学特別研究

地域・国際資源経済学特別研究

生物機能化学特別研究

食品機能科学特別研究

先端応用生命科学特別研究

生物環境保全科学特別研究

地域資源環境工学特別研究

水産資源環境科学特別研究

���������
������������������

個別

個別

個別

個別

個別

個別

個別

個別

個別

��������������� ◎
主・副指導教員

主・副指導教員

主・副指導教員

主・副指導教員

主・副指導教員

主・副指導教員

主・副指導教員

主・副指導教員

主・副指導教員

���������������◎
���������������◎

���������������◎
基礎

科目

専攻別基礎特論(日本語・英語)

生物生産科学基礎特論(日本語･英語)

応用生命科学基礎特論(日本語･英語)

農水圏資源環境科学基礎特論(日本語･英語)

��������� ��� 集中

集中

集中

○

○

○

専攻教員

専攻教員

専攻教員

○

○

○

発展

科目

専攻別特論(英語)

生物生産科学特論(英語)

応用生命科学特論(英語)

農水圏資源環境科学特論(英語)

��������� ��� 集中

集中

集中

○

○

○

専攻教員

専攻教員

専攻教員

○

○

○

共通

科目

農学共通講義Ⅰ(日本語)

農学共通講義Ⅱ(英語)

人材養成学生支援セミナーⅠ

人材養成学生支援セミナーⅡ 洋上セミナー

国際農学特論(英語)

��������������� ������ 集中

集中

集中

集中

集中

●

●

●

●

●

外部講師

外部講師

外部講師

専攻教員

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

修了要件外科目

インターンシップ

短期留学

英文論文作成指導セミナー

研究者倫理

���
なし

なし

なし

��～��
◎必修の ｢特別演習｣ ｢特別研究｣ は, 各自が所属する連合講座の科目を必修とする｡
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科 目 名 科目��� 単 位 時 間 講義方法 備 考��������������� ���� ２単位 ３０時間 集中講義
毎年１単位を
開講｡
１年次及び２
年次の２回受
講

概

要

構成３大学の学生が一堂に会して同時に受講する集中講義形式の講義｡ 講師は内部教員
及び外部から選定し, 分野の異なる学生が十分理解できる工夫をし, 先端的でトピック性
のある内容とする｡ 講義は英語と日本語で行い, 本講義開講中に学生による, 研究発表及
び情報交換アワーを設け, プレゼンテーション能力を身に付けさせると共に博士論文作成
に向けたガイダンスを行う｡����� ���� ２単位 ３０時間 個別指導

１・２年次に
受講概

要
研究遂行および博士論文作成のために３名の指導教員による演習形式授業｡ 研究の立案,
研究計画の実施, 文献講読, 学会発表, 学位論文の中間発表などを含む｡����� ���� ６単位 ９０時間 個別指導

１・２・３年
次に受講概

要
学位論文の作成に関わる研究データの蓄積, 投稿論文作成, 学位論文作成

科 目 名 科目��� 単 位 時 間 講義方法 備 考��������������� ����～���� ���単位 ８時間 集中講義

１年次に受講概
要

各専攻に関わる分野において基礎となる情報及び発展・応用に繋がる展開法について学
ぶ｡

科 目 名 科目��� 単 位 時 間 講義方法 備 考��������� ����～���� ���単位 ８時間 集中講義

２年次に受講概
要

専攻別基礎特論で学んだ知識を発展させ, 高度で先端的な話題を含めた講義｡
本講義は英語により, 国際感覚を養う｡

科 目 名 科目��� 単 位 時 間 講義方法 備 考������������� ���� ���単位 ８時間 集中講義

３年次までに
受講

概

要

全国６つの連合農学研究科が合同で行う, 集中講義形式授業であり, 年２回 (前期, 日
本語；後期, 英語) 開講する｡ �����による ｢多地点遠隔授業システム｣ を活用し, ６連
合農学研究科が連携して, 高い専門性, 幅広い分野の講師を年度毎に選定して開講する｡
(日本語で開講)������������ ���� ���単位 ８時間 集中講義

３年次までに
受講

概

要

全国６つの連合農学研究科が合同で行う, 集中講義形式授業であり, 年２回 (前期, 日
本語；後期, 英語) 開講する｡ �����による ｢多地点遠隔授業システム｣ を活用し, ６連
合農学研究科が連携して, 高い専門性, 幅広い分野の講師を年度毎に選定して開講する｡
(英語で開講)�������������� ���� ���単位 ８時間 集中講義

３年次までに
受講概

要
大学・研究所・企業等で活躍中の方々を招き, 企業や社会でどのような人材が求められ
ているか等今後の研究者・指導者としての道を開くための講義｡�������������� ������ ���� １単位 １５時間 集中講義

３年次までに
受講概

要
練習船かごしま丸 (���トン) を利用した洋上セミナー｡ 海洋環境と水圏生物資源に関
する研究技術と洋上調査の計画法をフィールドで実践的に学習する｡����������� ���� ���単位 ８時間 集中講義 ２年次または

３年次に受講
隔年開講

概
要

農水産学分野における諸問題を講師 (ネイティブスピーカー等) が解説し, 国際感覚と
社会情勢を学ぶ｡



���������������
履修申請については, 事前に案内をしますので, 遺漏のないように行ってください｡�������������
修了要件に必要な最低修得単位は, 下記の表のとおりです｡

(履修科目については, 鹿児島大学大学院連合農学研究科 (博士課程) 教育課程表��頁参照)

―��―

科 目 科目��� 単位／
１科目

必要単位数 計

必 修

農学特別講義 (一般セミナー) ���� � �� ��特別演習 ���� �
特別研究 ���� �

選 択
必 修

専攻別基礎特論 (日本語・英語) ����～���� ��� �
専攻別特論 (英語) ����～���� ���

選 択

農学共通講義Ⅰ (日本語) ���� ��� �農学共通講義Ⅱ (英語) ���� ���
人材養成学生支援セミナーⅠ ���� ���
人材養成学生支援セミナーⅡ 洋上セミナー ���� �
国際農学特論 (英語) ���� ���

科 目 名 単 位 時 間 講義方法 備 考����������������������������� ���
なし
なし
なし

��～��



��������
選択科目は自由に組み合わせて１単位以上修得するようにしてください｡

(例)

������
成績評価は次の５段階評価で行われます｡

｢秀｣, ｢優｣, ｢良｣, ｢可｣ を合格とし, 単位が認定されます｡

｢不可｣ は不合格とし, 成績表には表示されますが, 成績証明書には表示されません｡

＊各シラバスに記載の評価の方法により, 成績評価が行われます｡

―��―

Ａさん： 人材養成学生支援セミナーⅡ 洋上セミナー １単位 計 １単位

Ｂさん：
農学共通講義Ⅰ (日本語) ���単位

計 １単位
国際農学特論 (英語) ���単位

Ｃさん：
農学共通講義Ⅱ (英語) ���単位

計 １単位
人材養成学生支援セミナーⅠ ���単位

秀
優
良
可
不可

90～100点
80～ 89点
79～ 70点
60～ 69点
0～ 59点



������������������������
①連合農学研究科の成績評価における素点による評価に基づく評定において, その評点と評価基準に関す

るガイドラインを以下のように定める｡

②１. 秀が評価対象者の��％以内に収まることを目安とする｡
２. ただし, 履修登録者数が��人未満の科目については, １の限りではない｡
３. ｢特別演習｣ については, １の対象から除外し, 評価対象者ごとにその指導教員が, 研究の立案お

よび研究計画 (��点), 中間報告における発表状況 (��点), 中間発表における発表状況 (��点) を基
に評価する｡ 各項目の評価基準を以下のように定める｡

４. ｢特別研究｣ については, １の対象から除外し, 評価対象者ごとにその指導教員が, 論文作成への

取組状況 (��点), 中間報告および中間発表における発表状況 (��点), 得られた研究成果 (��点) を
基に評価する｡ 各項目の評価基準を以下のように定める｡

―��―

秀 (��点以上) 基本的な目標を十分に達成したうえで, 極めて優秀な成果を修めている

優 (��点未満から��点以上) 基本的な目標を十分に達成している

良 (��点未満から��点以上) 基本的な目標を達成している

可 (��点未満から��点以上) 基本的な目標を最低限達成している

不可 (��点未満) 基本的な目標を達成しておらず, 再履修が必要である

標準修業年限内での博士の学位取得に相応しいレベルを超えている 配点の��％以上
標準修業年限内での博士の学位取得に相応しいレベルに十分達している 配点の��％未満から��％以上
標準修業年限内での博士の学位取得に相応しいレベルに達している 配点の��％未満から��％以上
標準修業年限内での博士の学位取得に最低限必要なレベルには達している 配点の��％未満から��％以上
標準修業年限内での博士の学位取得に必要なレベルに達していない 配点の��％未満
博士の学位取得に相応しいレベルを超えている 配点の��％以上
博士の学位取得に相応しいレベルに十分達している 配点の��％未満から��％以上
博士の学位取得に相応しいレベルに達している 配点の��％未満から��％以上
博士の学位取得に最低限必要なレベルには達している 配点の��％未満から��％以上
博士の学位取得に必要なレベルに達していない 配点の��％未満



������������������������������������
����������������������������������������������������������������

―��―



��������
１. ���������������������������������������������������
２. ����������������������������������
３. ����������
４. ��������������
５. ������������
６. ������������������������������������
７. �������������������
８. ����������
９. ������������������������������������������������������������������������. ���������������������������������������������������������������������������������. �������������

―��―



�����������������������������������������������������
���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

―��―



������������
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��������������������� ����������� ������� ����� ����� ☆��������
◎��������
○������������������
●�������� ����� � �

����������������
����������������������������������� � �� ��������� ☆ � ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������ � �� �������� ���������������◎ � � ����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� � �� �������� ���������������◎ � �������������� ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������ ��������� ��� ��������������������������� ○

○

○

����������������� ��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ��������� ��� ��������������������������� ○
○
○

��������������� ����������������������������������Ⅰ��������������������������������������������Ⅱ����������������������������������������Ⅰ�������������������������������Ⅱ－��������������－����������������������������������������� ��������������� ������ ��������������������������������������������� ●
●
●
●
●

���� ����� �������������������������������������������������������������������������������������������������� ��������������� ��～��
◎�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
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������� ��������� ������� ������������� ��������������� �����
①����������������������������������� ���� � �� ��������� ���������������������������������������������������������������������������������������������������������� ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������ ��������� ������� ������������� ��������������� �����
②������������� ���� � �� ������� �������� ��� ������������������������������������������������������������ ��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ��������� ������� ������������� ��������������� �����
③�������������� ���� � �� ������� �������� ��� �������������������������������������������� ��� ������������������ ������������������������������������������������������ ��������� ������� ������������� ��������������� ��������������������������������������� ����～���� ��� � ��������� �������� ��� �������������������������������������������������� ���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ��������� ������� ������������� ��������������� ������������������������������ ����～���� ��� � ��������� �������� ��� ���������������������������������������������������� �����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������



����������������������������

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
―��―

������� ��������� ������� ������������� ��������������� ���������������������������������������Ⅰ���������� ���� ��� � ��������� �������� ��� ��������� �� ��������� ����������������������������������� ����������������������������������������������� ���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ��������� ������� ������������� ��������������� ���������������������������������������Ⅱ��������� ���� ��� � ��������� �������� ��� ��������� �� ��������� ����������������������������������� ����������������������������������������������� ���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ��������� ������� ������������� ��������������� ������������������������������������Ⅰ ���� ��� � ��������� �������� ��� ��������� �� ��������� ����������������������������������� ��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ��������� ������� ������������� ��������������� ������������������������������������Ⅱ
－��������������－ ���� ��� �� ��������� �������� ��� ��������� �� ��������� ����������������������������������� ����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ��������� ������� ������������� ��������������� ���������������������������������������������� ���� ��� � ��������� �������� ��� ��������� �� ������������������������������������������������������������������������� ����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ��������� ������� ���������������������������� ����������������������������������������������������������������������������� ��������������� ��～��
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指導教員氏名 所 属 専 門 科 目 教 育 研 究 分 野���������������

一 色 司 郎 佐 賀 大 学 蔬 菜 花 卉 園 芸 学 園芸作物の遺伝と育種

上 埜 喜 八 佐 賀 大 学 作 物 学 持続的な食糧生産技術の解明

古藤田 信 博 佐 賀 大 学 園 芸 学 ・ 植 物 生 理 学 カンキツ遺伝資源および園芸作物の生理と機能ゲノミクス

後 藤 文 之 佐 賀 大 学 施 設 園 芸 学 園芸施設の環境制御および園芸作物の生理

鈴 木 章 弘 佐 賀 大 学 作 物 生 理 学 高等植物と微生物との共生メカニズム

辻 田 有 紀 佐 賀 大 学 花 卉 園 芸 学 ラン科植物の進化・生態・保全及び植物と菌根菌の共生系解明

鄭 紹 輝 佐 賀 大 学 熱 帯 作 物 学 熱帯マメ科作物の生態生理及び栽培様式

福 田 伸 二 佐 賀 大 学 果 樹 園 芸 学 果樹の遺伝と育種

藤 田 大 輔 佐 賀 大 学 植 物 育 種 学 熱帯作物の遺伝及び改良

松 本 雄 一 佐 賀 大 学 園 芸 学 園芸作物の生産と利用

渡 邊 啓 史 佐 賀 大 学 植 物 分 子 育 種 学 ダイズの農業形質に関与する遺伝子座の同定と育種利用

赤 嶺 光 琉 球 大 学 芝 草 学 暖地型芝草の生理, 生態と管理

嬉 野 健 次 琉 球 大 学 園 芸 学 園芸作物の遺伝と育種

諏 訪 竜 一 琉 球 大 学 作 物 学 亜熱帯地域における作物の栽培方法および品質向上に関する研究

仲 村 一 郎 琉 球 大 学 植 物 開 発 学 作物の耐塩性機構と育種

モハメド アムザド ホサイン 琉 球 大 学 作 物 生 産 学 熱帯作物生産および雑草管理

モハマド ミザヌル ラヒム カーン 琉 球 大 学 園 芸 学 園芸作物の遺伝と育種

一 谷 勝 之 鹿児島大学 植 物 育 種 ・ 遺 伝 学 作物のゲノミックス・遺伝・育種

遠 城 道 雄 鹿児島大学 熱 帯 作 物 学 熱帯作物の栽培および生理生態

坂 上 潤 一 鹿児島大学 熱 帯 作 物 学 熱帯・亜熱帯作物の生態と生理

志 水 勝 好 鹿児島大学 作 物 学 作物および有用植物の形態, 生態, 生理および栽培

田 浦 悟 鹿児島大学 植 物 育 種 ・ 遺 伝 学 作物の病害抵抗性育種

朴 炳 宰 鹿児島大学 熱 帯 作 物 学 熱帯作物の生理・生態及び有効成分

山 本 雅 史 鹿児島大学 果 樹 園 芸 学 果樹の遺伝, 育種及び遺伝資源������������
江 原 史 雄 佐 賀 大 学 畜 産 学 家畜の行動と管理およびヒトと家畜との相互作用

山 中 賢 一 佐 賀 大 学 動 物 繁 殖 学 体外生産胚の高品質化に関する研究

伊 村 嘉 美 琉 球 大 学 飼 料 資 源 利 用 学 飼料資源の管理と利用

金 野 俊 洋 琉 球 大 学 生 体 機 構 学 動物の発生と形態形成

佐々木 慎 二 琉 球 大 学 家 畜 ゲ ノ ム 科 学 黒毛和種の遺伝性疾患のゲノム解析

建 本 秀 樹 琉 球 大 学 動 物 繁 殖 生 物 学 動物生殖細胞における細胞生理ならびに人為的操作

長 嶺 樹 琉 球 大 学 家 畜 生 理 学 家畜の栄養生理学および神経生理学

波 平 知 之 琉 球 大 学 熱 帯 草 地 学 亜熱帯地域における暖地型牧草の栽培と家畜生産に関する実証的研究

大久津 昌 治 鹿児島大学 動 物 繁 殖 学 動物の繁殖生理と発生工学

大 島 一 郎 鹿児島大学 生 体 機 構 学 骨格筋の構造と産肉生理

下 桐 猛 鹿児島大学 動 物 遺 伝 学 動物集団の分子遺伝学的手法による評価と活用� 山 耕 二 鹿児島大学 畜 産 学 家畜管理学

三 好 和 睦 鹿児島大学 動 物 発 生 工 学 動物における発生工学的技術の開発と応用��������������
辻 一 成 佐 賀 大 学 農 業 経 営 学 農業経営における人材育成

中 井 信 介 佐 賀 大 学 生態人類学・人文地理学 自然資源利用

藤 村 美 穂 佐 賀 大 学 村 落 社 会 学 農山村の生活組織と環境変化

大 田 伊久雄 琉 球 大 学 森 林 政 策 学 森林関連の法制度や持続可能な森林管理に関する国際比較研究

木 島 真 志 琉 球 大 学 森林資源経済学･環境経済学 森林資源の利用と保全に関する経済分析

杉 村 泰 彦 琉 球 大 学 農 業 経 済 学 農業政策・農業市場

陳 碧 霞 琉 球 大 学 里 山 環 境 学 自然環境との共生, 文化的な景観の保全及び利活用

内 藤 重 之 琉 球 大 学 農 業 市 場 学 農業市場と食料流通

李 哉 � 鹿児島大学 農 業 経 営 学 フードシステムにおける農業経営の戦略

久 賀 みず保 鹿児島大学 水 産 経 済 学 水産物流通および水産加工に関する経済分析

坂 井 教 郎 鹿児島大学 農 業 経 済 学 農業政策・農業構造分析

佐久間 美 明 鹿児島大学 漁 業 管 理 学 漁業管理政策の社会経済分析

佐 野 雅 昭 鹿児島大学 水 産 経 済 学 水産業に関わる経済問題の分析

鳥 居 享 司 鹿児島大学 漁 業 経 済 学 水産業に関わる経済問題の分析

豊 智 行 鹿児島大学 農 業 市 場 学 農産物流通の主体行動と成果
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北 垣 浩 志 佐 賀 大 学 発 酵 微 生 物 学 発酵微生物の細胞内小器官・物質代謝解析とその産業的利用
木 村 圭 佐 賀 大 学 藻 類 生 命 科 学 分子細胞生物学的アプローチによる藻類生命現象の解明
後 藤 正 利 佐 賀 大 学 応 用 微 生 物 学 糸状菌の機能解析と利用
小 林 元 太 佐 賀 大 学 応 用 微 生 物 学 有用微生物の分離とバイオマスの有効活用
石 井 貴 広 琉 球 大 学 生 物 活 性 物 質 学 未利用亜熱帯生物資源からの有用生物活性物質の探索
金 子 哲 琉 球 大 学 糖 鎖 科 学 ・ 酵 素 科 学 植物細胞壁多糖・海藻多糖の分解と利用
橘 信二郎 琉 球 大 学 応 用 酵 素 学 有用微生物の酵素と生理活性物質の利用
外 山 博 英 琉 球 大 学 微 生 物 生 化 学 有用微生物の分子生物学と微生物酵素の機能開発
福 田 雅 一 琉 球 大 学 分 子 生 物 学 亜熱帯生物の持つ新規有用遺伝子の探索
水 谷 治 琉 球 大 学 微 生 物 遺 伝 子 工 学 発酵微生物の遺伝子工学と分子育種
加治屋 勝 子 鹿児島大学 生 体 分 子 機 能 学 天然物に含まれる生体調節分子の構造, 機能, および生物科学的応用に関する研究
北 原 兼 文 鹿児島大学 応 用 糖 質 化 学 根菜類の糖質化学
玉 置 尚 徳 鹿児島大学 応 用 分 子 微 生 物 学 真核微生物の機能解析
花 城 勲 鹿児島大学 応 用 生 物 化 学 澱粉の構造とその解析法
藤 田 清 貴 鹿児島大学 応 用 糖 質 化 学 糖質分解酵素の機能解析と利用
二 神 泰 基 鹿児島大学 応 用 微 生 物 学 醸造微生物の解析と分子育種
南 雄 二 鹿児島大学 生 物 化 学 生体防御タンパク質およびペプチドの構造と機能
ムンデランジ キャサリン
ムタンゲーイ フェスターガード 鹿児島大学 �ナノ�バイオテクノロジー 食品や農業分野等におけるバイオセンサーおよびバイオミメティッ

ク技術の応用
吉 � 由美子 鹿児島大学 生 物 化 学 ・ 発 酵 化 学 食品の特徴的香り成分の分析とその生成メカニズムの解明����������
井 上 奈 穂 佐 賀 大 学 食 品 機 能 開 発 学 食品由来機能性成分による生活習慣病の予防・改善に関する研究
永 尾 晃 治 佐 賀 大 学 栄 養 化 学 食品成分の栄養生理機能, 生体内の糖・脂質代謝
野 間 誠 司 佐 賀 大 学 食 品 製 造 工 学 食品加工プロセスの開発・改良
濱 洋一� 佐 賀 大 学 生 物 資 源 化 学 複合糖質の構造と機能
高 橋 誠 琉 球 大 学 応 用 食 品 加 工 学 有用生物資源からの食品加工と食素材の開発
高 良 健 作 琉 球 大 学 食 品 機 能 化 学 食品や天然化合物の機能性
ヨナタン アシキン 琉 球 大 学 食 品 成 分 化 学 食品の美味しさおよびそのフレーバー成分の分析
和 田 浩 二 琉 球 大 学 食 品 分 析 学 食品成分およびその機能性の分析
井 尻 大 地 鹿児島大学 栄養生化学・飼料化学 初期成長期の栄養に関する研究
大 塚 彰 鹿児島大学 栄養生化学・飼料化学 体タンパク質ならびに脂質の代謝調節に関する分子機構
加 藤 早 苗 鹿児島大学 生 化 学 ・ 食 品 生 化 学 海洋生物タンパク質の生化学
上 西 由 翁 鹿児島大学 海 洋 生 物 工 学 海洋生物の遺伝子解析と利用
小 松 正 治 鹿児島大学 食 品 機 能 ・ 安 全 学 水圏天然化合物・食品の機能発現機序
塩 � 一 弘 鹿児島大学 糖 鎖 生 物 学 複合糖質の生理機能解析
内 匠 正 太 鹿児島大学 食 品 機 能 ・ 安 全 学 水圏化合物の生体影響評価
宮 田 健 鹿児島大学 食 品 分 子 デ ザ イ ン 食品成分を活用した抗病原体薬およびワクチンプラットフォームの創製と免疫賦活機能物質の探索������������
石 丸 幹 二 佐 賀 大 学 植 物 生 理 化 学 植物のバイオテクノロジーと二次代謝成分の利用
川 口 真 一 佐 賀 大 学 天 然 資 源 化 学 天然資源を利用した化粧品や医薬品の開発
宗 伸 明 佐 賀 大 学 分 析 化 学 ・ 材 料 化 学 新規生体・環境分析法の開発, 生体分子の材料応用
辻 田 忠 志 佐 賀 大 学 生化学・応用健康科学 環境応答分子機構の解析と健康科学への応用
永 野 幸 生 佐 賀 大 学 生 化 学 ・ 分 子 生 物 学 真核生物の生化学・分子生物学
光 武 進 佐 賀 大 学 脂質生化学・食品機能学 細胞膜脂質の生理機能とその食品への応用
龍 田 勝 輔 佐 賀 大 学 昆虫分子生物学・生理学 昆虫の味覚機能解析
堀 谷 正 樹 佐 賀 大 学 生体関連化学・生物物理 有用タンパク質の機能�構造解析
稲 福 征 志 琉 球 大 学 食 品 機 能 科 学 食資源の機能性解析とその応用
岩 崎 公 典 琉 球 大 学 細胞生物学・食品化学 食品機能性成分の分子栄養代謝調節機構
上 地 敬 子 琉 球 大 学 酵 素 科 学 ・ 糖 質 科 学 真菌細胞壁多糖の合成�分解メカニズムの解明
小 西 照 子 琉 球 大 学 植物生理学・糖質科学 植物細胞壁多糖の構造と機能および生合成機構
平 良 東 紀 琉 球 大 学 酵 素 科 学 微生物および植物由来酵素の機能解析
石 橋 松二郎 鹿児島大学 応 用 微 生 物 学 微生物によるタンパク質生産とタンパク質工学
岡 本 繁 久 鹿児島大学 植物分子生物学・生理学 植物のバイオテクノロジー, 植物機能の改良と有効利用
侯 徳 興 鹿児島大学 食品機能化学･分子生物学 食品･天然化合物の機能および分子機構
坂 尾 こず枝 鹿児島大学 食品分子機能学･有機化学 有機合成を活かした食品・天然化合物の機能性の評価ならびに分子メカニズムの解明
清 水 圭 一 鹿児島大学 園芸学･植物バイオテクノロジー 生物工学的手法による植物の改良と遺伝子の機能解析
高 峯 和 則 鹿児島大学 焼 酎 学 ・ 発 酵 科 学 発酵食品の機能性および香気解析
鶴 丸 博 人 鹿児島大学 応 用 分 子 微 生 物 学 微生物機能の解析と利用
橋 本 文 雄 鹿児島大学 園 芸 学 遺伝生化学と化学分類学
吉 田 理一郎 鹿児島大学 植 物 分 子 生 物 学 高等植物の環境ストレス応答機構

榎 竜 嗣 タカラバイオ㈱
客員准教授 先端バイオテクノロジー 再生医療関連技術の産業応用

大野木 宏 タカラバイオ㈱
客 員 教 授 先端バイオテクノロジー 食品資源の生物活性評価による機能性解析

峰 野 純 一 タカラバイオ㈱
客 員 教 授 先端バイオテクノロジー 細胞・遺伝子治療関連技術の産業応用
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指導教員氏名 所 属 専 門 科 目 教 育 研 究 分 野������������

上 野 大 介 佐 賀 大 学 生 産 環 境 化 学 匂い物質の化学分析による生産環境の改善

草 場 基 章 佐 賀 大 学 植 物 病 理 学 植物－微生物間相互作用の分子遺伝学的解析

徳 田 誠 佐 賀 大 学 シ ス テ ム 生 態 学 植物・昆虫を中心とした生物間相互作用の解析

西 田 翔 佐 賀 大 学 植 物 栄 養 学 植物の栄養応答と生産性の向上

吉 賀 豊 司 佐 賀 大 学 線 虫 学 線虫の生理・生態的研究

梶 田 忠 琉 球 大 学 植 物 多 様 性 科 学 系統分類学, 系統地理学, 集団遺伝学等を含む植物の多様性研究

鬼 頭 誠 琉 球 大 学 植 物 栄 養 マメ科植物を中心にした窒素, リン栄養

金 城 和 俊 琉 球 大 学 土 壌 学 土壌と環境科学

関 根 健太郎 琉 球 大 学 植 物 ウ イ ル ス 学 亜熱帯性植物のウイルス性病害の防除に関する研究

高 嶋 敦 史 琉 球 大 学 森 林 計 画 学 森林管理, 森林の保全と持続可能な利用

谷 口 真 吾 琉 球 大 学 造林学･森林生態学･繁殖生理生態学 亜熱帯島嶼域における森林の維持, 再生, 樹木の生活史と樹木の生命維持メカニズム

田 場 聡 琉 球 大 学 植 物 病 理 学 熱帯性植物病害の同定および環境配慮型防除技術の開発

辻 瑞 樹 琉 球 大 学 進 化 生 態 学 個体, 個体群, 生態系に関する進化的観点からの総合的研究

鶴 井 香 織 琉 球 大 学 行 動 生 態 学 昆虫及び魚類を題材とした行動生態学, 保全生物学, 応用昆虫学的研究

松 本 一 穂 琉 球 大 学 森林生態学･生態系生態学 森林生態系における水・熱・炭素循環

渡 辺 信 琉 球 大 学 生物環境保全科学特論 マングローブ樹種の生態ニッチと生理的環境ストレス耐性の関係解明

赤 木 功 鹿児島大学 土 壌 肥 料 学 耕地生態系における微量元素の動態・分布の解明

池 永 誠 鹿児島大学 土 壌 微 生 物 学 土壌および植物微生物生態系の構造と機能に関する研究�新規微生物の特性解析と分類に関する研究
鵜 川 信 鹿児島大学 育 林 学 ・ 森 林 生 態 学 人工林育成技術の開発, 木本群落維持機構の解明

紙 谷 喜 則 鹿児島大学 食 品 安 全 工 学 食品安全システム開発

境 雅 夫 鹿児島大学 土 壌 学 土壌生態系の構造と機能の解析および土壌微生物機能の利用

坂 巻 祥 孝 鹿児島大学 体 系 学 陸上節足動物の形態学および行動学的研究

中 村 正 幸 鹿児島大学 植 物 病 理 学 植物病原微生物における病原性関連因子の解析

樗 木 直 也 鹿児島大学 植 物 栄 養 学 作物の生理障害

畑 邦 彦 鹿児島大学 森 林 保 護 学 森林病虫害の防除, 森林生物の生態

濱 中 大 介 鹿児島大学 ポ ス ト ハ ー ベ ス ト 学 農産物の鮮度保持, 品質評価, 安全性確保������������
阿 南 光 政 佐 賀 大 学 水 環 境 工 学 利水システムの機能評価と用水計画の適正化

稲 葉 繁 樹 佐 賀 大 学 農 業 工 学 農業機械および農業における情報技術

郡 山 益 実 佐 賀 大 学 浅 海 干 潟 環 境 学 浅海干潟域における環境特性と機能

近 藤 文 義 佐 賀 大 学 環 境 地 盤 学 軟弱地盤の理工学的性質の把握および環境に配慮した地盤改良材の開発

田 中 宗 浩 佐 賀 大 学 農 業 工 学 農産物の品質保持, バイオマス循環利用技術

徳 本 家 康 佐 賀 大 学 環 境 土 壌 科 学 農地における物質循環の解析および計測法の開発

原 口 智 和 佐 賀 大 学 水 環 境 学 農地起源の水質負荷の動態, 流域の水環境保全

宮 本 英 揮 佐 賀 大 学 環 境 土 壌 物 理 学 土壌生態系における水, 溶質, 熱, ガスの移動解析

弓 削 こずえ 佐 賀 大 学 灌 漑 工 学 農地における水管理技術の高度化と農業用水の多面的機能の定量評価

木 村 匠 琉 球 大 学 地 域 防 災 学 農村地域の環境保全, 土砂災害の防止･軽減のための土の理工学的特性に関する教育･研究

酒 井 一 人 琉 球 大 学 環 境 水 文 学 農業流域における物質循環の解析

鹿 内 健 志 琉 球 大 学 農業機械学･農業情報工学 機械工学, 数理･情報科学などを活用した農業生産システムの研究と開発

瀬戸内 秀 規 琉 球 大 学 地 盤 工 学 地盤材料の力学シミュレーション技術の開発と適用

平 良 英 三 琉 球 大 学 農 業 環 境 工 学 非破壊計測による農産物の品質評価

中 村 真 也 琉 球 大 学 土 地 環 境 保 全 学 農村地域における持続的土地利用と土砂災害に関する教育研究

仲村渠 将 琉 球 大 学 水 利 環 境 学 シルト・粘土粒子の輸送現象に関する水理学的解析

バムラザフィンラベ 琉 球 大 学 災害リスクマネジメント･総合流域管理 水と土砂に関する防災・減災・リスクマネジメントと総合流域管理

光 岡 宗 司 琉 球 大 学 農業生産システム工学 農業生産システムの高度化・最適化

安 元 純 琉 球 大 学 農 地 水 環 境 学 農村環境保全を目的とした環境動態解析

山 岡 賢 琉 球 大 学 農 村 環 境 資 源 学 農村地域における資源循環システムの構築

伊 藤 祐 二 鹿児島大学 水 資 源 学 淡水資源の保全と管理に関する水文学的研究

井 倉 洋 二 鹿児島大学 森 林 環 境 教 育 学 森林環境教育プログラムの開発と評価

神 田 英 司 鹿児島大学 農 業 気 象 学 農業気象情報に基づく作物モデル・情報の作成

地頭薗 隆 鹿児島大学 砂 防 学 ・ 水 文 学 崩壊・土石流による土砂災害とその対策

寺 本 行 芳 鹿児島大学 砂 防 学 土砂災害の発生のしくみとその予測

西 野 吉 彦 鹿児島大学 木 材 工 学 木材の物性の究明と木質資源の利用
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安 樂 和 彦 鹿児島大学 水 産 工 学 ・ 漁 業 技 術 動物生理学と漁具漁法, 漁業技術の改良

石 川 学 鹿児島大学 水 族 栄 養 化 学 水棲動物における栄養素の利用と代謝

石 崎 宗 周 鹿児島大学 漁 具 工 学 漁具設計, 漁具改良

宇 野 誠 一 鹿児島大学 環 境 化 学 化学物質による環境汚染と生物影響評価

江 幡 恵 吾 鹿児島大学 漁 業 生 産 学 漁具漁法, 漁業技術開発

遠 藤 光 鹿児島大学 海 藻 の 生 態 学 海藻と海産植食動物の生態学

大 富 潤 鹿児島大学 水 産 資 源 学 魚介類, 特にエビ・カニ類と魚類の資源生態と資源管理

奥 西 将 之 鹿児島大学 海 洋 微 生 物 学 分子微生物生態学, 赤潮発生海域の水質モニタリング

久 米 元 鹿児島大学 魚 類 生 態 学 魚類の生活史研究, 保全生態学

小 谷 知 也 鹿児島大学 水 産 増 殖 学 増養殖対象種の種苗生産と餌料生物

小 針 統 鹿児島大学 生 物 海 洋 学 動物プランクトンの生理学, 生産生態, 生物地球化学的循環

田 角 聡 志 鹿児島大学 魚 介 類 の 免 疫 学 魚介類病原体の宿主認識機構

寺 田 竜 太 鹿児島大学 海 産 植 物 学 海藻・海産顕花植物の分類学, 生理学, 生態学

土 井 航 鹿児島大学 水 産 資 源 学 十脚甲殻類の資源生物学・生態学

中 村 啓 彦 鹿児島大学 海 洋 物 理 学 海洋力学, 海洋物理観測, 観測データ解析

西 隆一郎 鹿児島大学 沿 岸 環 境 学 沿岸域の環境モニタリングおよび予測

バスケス アーチディル
ミゲル フェデリコ 鹿児島大学 漁 業 工 学 動物生理学と漁具／魚法

本 村 浩 之 鹿児島大学 魚 類 学 魚類の分類・進化・生物地理学

山 本 智 子 鹿児島大学 生 態 学 底生生物の群集生態学

吉 川 毅 鹿児島大学 海 洋 微 生 物 学 微生物による水圏環境の保全
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科 目 名����� 受講年月日����������������
農学特別講義 (一般セミナー)����������������������������������� 年 月 日 ～ 月 日���� ����� ��� ����� ���
農学特別講義 (一般セミナー)����������������������������������� 年 月 日 ～ 月 日���� ����� ��� ����� ���
特別演習������������� �・�年次��������・��������
中間報告会 (１年次) 年 月 日���� ����� ���
中間発表会 (２年次) 年 月 日���� ����� ���
特別研究�������������� �・�・�年次��������・��������・��������

科 目 名����� 受講年月日����������������
農学共通講義Ⅰ(日本語)����������������������������������Ⅰ ���������� 年 月 日 ～ 月 日���� ����� ��� ����� ���
農学共通講義Ⅱ(英語)����������������������������������Ⅱ ��������� 年 月 日 ～ 月 日���� ����� ��� ����� ���
人材養成学生支援セミナーⅠ�������������������������������Ⅰ 年 月 日���� ����� ���
人材養成学生支援セミナーⅡ－洋上セミナー－�������������������������������Ⅱ
－��������������－ 年 月 日 ～ 月 日���� ����� ��� ����� ���
国際農学特論(英語)����������������������������������������� 年 月 日���� ����� ���

科 目 名����� 受講年月日����������������
専攻別基礎特論(日本語・英語)���������������������������������� 年 月 日���� ����� ���
専攻別特論(英語)������������������������� 年 月 日���� ����� ���

科 目 名����� 受講年月日����������������
インターンシップ����������� 年 月 日 ～ 月 日���� ����� ��� ����� ���
短期留学����������� 年 月 日 ～ 月 日���� ����� ��� ����� ���
英文論文作成指導セミナー���������������������������������� 年 月 日���� ����� ���
研究者倫理���������������� 年 月 日���� ����� ���



� �����������������������������������
平成��年４月１日
鹿大連規則第１号

(趣旨)
第１条 この規則は, 鹿児島大学大学院学則 (平成��年４月１日制定) 及び鹿児島大学学位規則 (平成��
年４月１日制定) に定めるもののほか, 鹿児島大学大学院連合農学研究科 (以下 ｢研究科｣ という｡)
に関し必要な事項を定めるものとする｡
(構成及び運営)

第２条 研究科は, 鹿児島大学農学部・水産学部, 佐賀大学農学部及び琉球大学農学部で構成し, その運
営は３国立大学法人間で締結された ｢鹿児島大学大学院連合農学研究科の設置及び運営に関する構成国
立大学法人間協定書｣ に基づき行うものとする｡
(専攻及び講座)

第３条 研究科の専攻に次の博士講座を置き, 各講座は連合講座とする｡
生物生産科学専攻 熱帯資源・植物生産科学, 動物資源生産科学,

地域・国際資源経済学
応用生命科学専攻 生物機能化学, 食品機能科学, 先端応用生命科学
農水圏資源環境科学専攻 生物環境保全科学, 地域資源環境工学, 水産資源環境科学

(目的)
第３条の２ 研究科は, 地域固有の生物生産が活発に行われている九州・沖縄において, 構成大学の教員
組織, 研究施設及び設備を連合して教育研究体制を作り, 生物生産, 生物資源の開発・利用・保全なら
びにバイオサイエンスに関する高度の専門的能力と豊かな学識を備えた研究者を養成し, 斯学の進歩と
生物関連諸産業の発展に寄与することを目的とする｡
(�) 生物生産科学専攻は, 農産物の生産向上, 熱帯・亜熱帯資源の活用, 農林水産物の流通及び国際政
策, 食料生産システムの構築, 品種改良及び新作物の創生並びに効率的な家畜生産において専門的な
教育を行い, 農水産業の発展に寄与できる, 高度の専門的能力と豊かな学識を備えた人材を養成する｡
(�) 応用生命科学専攻は, 生物資源の有効活用, 未利用資源及び廃棄物の有効利用, 食品の機能開発,
食の安全管理, 食と健康, 先端的バイオサイエンス及びバイオテクノロジー並びに分子から個体に至
る機能開発において専門的な教育を行い, 農水産業の発展に寄与できる, 高度の専門的能力と豊かな
学識を備えた人材を養成する｡
(�) 農水圏資源環境科学専攻は, 農水圏における食料資源環境の整備・保全, 食料生産の向上及び貯蔵・
輸送の効率化, 農作物の生物防御, 森林環境の保全と資源保護並びに水産資源及び環境の保全におい
て専門的な教育を行い, 農水産業の発展に寄与できる, 高度の専門的能力と豊かな学識を備えた人材
を養成する｡
(担当教員)

第４条 研究科の担当教員は, 研究科の専任の教授 (以下 ｢専任教員｣ という｡) 並びに鹿児島大学, 佐
賀大学及び琉球大学 (以下 ｢構成大学｣ という｡) の農学部, 水産学部及びこれに関連を有する研究施
設の教授, 准教授, 講師, 助教, 客員教授及び客員准教授のうち, 研究科における授業及び研究指導を
担当する資格を有する者 (以下 ｢研究科教員｣ という｡) をもって充て, 個人別, 専攻別及び講座別に
常にその現状を明らかにしておくものとする｡
２ 研究科における授業及び研究指導を担当する資格を主指導教員資格又は副指導教員資格とし, その審
査については, 別に定める｡
３ 専任教員は, 入学希望者 (外国人留学生となることを希望する者を含む｡) に対する志願及び履修の
指導並びに学生が配属された構成大学間における教育・研究上の問題に関する調整等を行うものとする｡
(指導教員)

第５条 学生の研究指導のため, 指導教員を置き, 専任教員及び研究科教員をもって充てる｡
２ 指導教員のうち, 学生の研究指導を総括的に担当する者を主指導教員, 主指導教員とともに研究指導
を担当する者を副指導教員とし, 学生１人について主指導教員は１人, 副指導教員は２人とする｡

―��―



３ 前項の主指導教員は主指導教員資格者をもって充てる｡ 原則として, 第一副指導教員は, 学生が配属
された大学の教員資格者を, 第二副指導教員は, 他大学の主指導教員資格者を充てる｡
４ 主指導教員及び副指導教員の選定及び変更は, 研究科教授会の委任を受けて, 代議委員会が決定する｡
５ 指導教員体制を強化するために, 指導教員を補助する助教を指導補助教員として置くことができる｡
(入学者の選抜)

第６条 入学者の選抜は, 鹿児島大学大学院連合農学研究科入学者選抜に関する細則等に基づき行うもの
とする｡
(学生の配属)

第７条 学生は, 第５条第２項に規定する主指導教員が専任として在職する構成大学に配属するものとする｡
２ 前項の規定により鹿児島大学以外の構成大学に配属された学生は, 鹿児島大学学則 (平成��年４月１
日制定) その他の諸規則のほか, 当該大学の諸規則等をその大学の指示により遵守しなければならない｡
(学生の修業年限及び在学年限)

第８条 研究科の標準修業年限は３年とし, 在学年限は標準修業年限の２倍の年数を超えることはできない｡
(教育方法)

第９条 研究科の教育は, 授業科目の授業及び研究指導によって行うものとする｡
２ 学生は, 主指導教員の指示に従い, 研究題目を定め, 速やかに別記様式１により研究題目及び研究計
画を主指導教員に届けなければならない｡ なお, 研究題目及び研究計画を変更するときも同様とする｡
３ 主指導教員は, 毎年, 別記様式２の教育・研究指導計画書を作成し, 学生に明示するとともに, 研究
科長に届け出るものとする｡
(授業科目, 単位数及び単位の計算方法)

第��条 研究科における授業科目及び単位数は, 別表のとおりとする｡
２ 一つの授業科目について, 講義, 演習, 実験若しくは実習のいずれか又はこれらの併用により行う場
合は, ��時間から��時間までの範囲をもって１単位とする｡
(他の大学院の授業科目の履修等)

第��条 研究科が教育上有益と認めるときは, 他の大学院との協議に基づき, 学生に当該大学院の授業科
目を履修させることができる｡
２ 学生は, 他の大学院の授業科目を履修しようとするときは, 主指導教員を経て, 研究科長の許可を得
なければならない｡
(研究指導委託)

第��条の２ 研究科において,教育上有益と認めるときは,他の大学院又は研究所等 (以下 ｢他の大学院等｣
という｡) との協議に基づき, 学生に他の大学院等において必要な研究指導を受けさせることができる｡
２ 在学年限内で前項の研究指導を受けることができる期間は１年以内とする｡ ただし, 代議委員会が必
要と認める場合には, 更に１年延長することができる｡
３ 前項の研究指導委託期間は, 通算して最長２年間とする｡
(試験)

第��条 単位修得のための試験は, 授業が終了した時又は学期末に行う｡
(成績評価)

第��条 単位を認定する授業科目の成績は, 秀, 優, 良, 可及び不可の評語をもって表し, 秀, 優, 良及
び可を合格とする｡
(学位の授与)

第��条 研究科の課程に３年以上在学し, 必要な研究指導を受け, かつ, 授業科目��単位以上を修得し,
博士論文の審査及び最終試験に合格した者に博士の学位を授与する｡ ただし, 研究科に１年以上在学し,
必要な研究指導を受け, かつ, 授業科目��単位以上を修得し, 研究科教授会が極めて優れた研究業績を
あげた者と認めた場合も授与することができる｡
２ 前項に規定するもののほか, 研究科の課程を経ない者で学位論文を提出し, その審査に合格し, かつ,
研究科の課程を修了した者と同等以上の学力を有することが確認された者にも博士の学位を授与するこ
とができる｡ ただし, 提出された学位論文は, 研究科の課程を修了し, 学位を授与された者と同等以上
の内容を有していなければならない｡
(専攻分野)

第��条 前条の学位を授与するに当たっては, 次に掲げる専攻分野の名称を付記するものとする｡
農 学

―��―



水産学
学 術

２ 前項の規定において ｢学術｣ を付記する場合は, 研究科において学際領域等の分野を専攻した者で,
研究科教授会が適当と認めたとき, 又は学位論文の内容が学際領域等の分野であると判断される場合で,
かつ, 研究科教授会が適当と認めたときとする｡
３ ｢学術｣ を付記する場合の基準等については, 研究科教授会が別に定める｡
(学位論文の提出, 審査等)

第��条 学位論文の提出, 審査方法等は, 別に定める｡
(転研究科)

第��条 学生で, 他の研究科に転研究科を志願する者があるときは, 転研究科しようとする研究科の定め
るところにより, 研究科教授会の議を経て, 転研究科を許可することがある｡
(雑則)

第��条 研究科の運営に必要な事項は, 研究科教授会が定める｡
２ 研究科に関する事務は, 鹿児島大学農学部・共同獣医学部等事務部において処理する｡

―��―

�� (第��条関係)
研究科共通科目 修了要件外科目
科目区分 科 目 名 単位数 科 目 名 単位数

必修科目

農学特別講義 (一般セミナー) ２ インターンシップ
短期留学
英文論文作成指導セミナー
研究者倫理

１
なし
なし
なし

特別演習
熱帯資源・植物生産科学特別演習
動物資源生産科学特別演習
地域・国際資源経済学特別演習
生物機能化学特別演習
食品機能科学特別演習
先端応用生命科学特別演習
生物環境保全科学特別演習
地域資源環境工学特別演習
水産資源環境科学特別演習

２
２
２
２
２
２
２
２
２

特別研究
熱帯資源・植物生産科学特別研究
動物資源生産科学特別研究
地域・国際資源経済学特別研究
生物機能化学特別研究
食品機能科学特別研究
先端応用生命科学特別研究
生物環境保全科学特別研究
地域資源環境工学特別研究
水産資源環境科学特別研究

６
６
６
６
６
６
６
６
６

基礎科目

専攻別基礎特論 (日本語･英語)
生物生産科学基礎特論 (日本語･英語)
応用生命科学基礎特論 (日本語･英語)
農水圏資源環境科学基礎特論 (日本語･英語)

���������
発展科目

専攻別特論 (英語)
生物生産科学特論 (英語)
応用生命科学特論 (英語)
農水圏資源環境科学特論 (英語)

���������
共通科目

農学共通講義Ⅰ (日本語)
農学共通講義Ⅱ (英語)
人材養成学生支援セミナーⅠ
人材養成学生支援セミナーⅡ
国際農学特論 (英語)

���������������
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附 則

この規則は, 平成��年４月１日から施行する｡
附 則

この規則は, 平成��年４月１日から施行する｡
附 則

この規則は, 平成��年４月１日から施行する｡
附 則

この規則は, 平成��年４月１日から施行する｡
附 則

１ この規則は, 平成��年４月１日から施行する｡
２ この規則の施行日の前日において, 在学する者については, 改正後の第３条から第４条及び第９条か

ら第��条の規定にかかわらず, なお従前の例による｡
附 則

この規則は, 平成��年５月��日から施行し, 平成��年４月１日から適用する｡
附 則

１ この規則は, 平成��年�月�日から施行する｡
２ この規則の施行日の前日において在学する者については, 改正後の第��条別表の規定にかかわらず,
なお従前の例による｡

附 則

この規則は, 平成��年２月��日から施行し, 平成��年４月１日から適用する｡
附 則

この規則は, 平成��年９月５日から施行し, 平成��年４月１日から適用する｡
附 則

この規則は, 平成��年４月１日から施行する｡
附 則

この規則は, 平成��年４月１日から施行する｡
附 則

この規則は, 令和元年６月��日から施行する｡
附 則

この規則は, 令和３年２月��日から施行する｡
附 則

この規則は, 令和４年４月１日から施行する｡

附 則

この規則は, 令和５年４月１日から施行する｡
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������������������������
平成��年４月１日
制 定

(趣旨)

第１条 この細則は, 鹿児島大学研究生規則第��条の規定に基づき, 鹿児島大学大学院連合農学研究科に
おける研究生に関し, 必要な事項を定める｡

(入学資格)

第２条 研究生として受け入れることのできる者は, 次の各号の一に該当する者とする｡

(�) 博士の学位を有する者
(�) 前号に準ずる研究能力及び学力があると, 鹿児島大学大学院連合農学研究科教授会 (以下 ｢研究科
教授会｣ という｡) が認めた者

(受入れの時期)

第３条 研究生の受入れの時期は,学年の始めとする｡ただし,特別な事情がある場合は,この限りでない｡

(出願手続)

第４条 研究生として志願する者は, 受入れを希望する日の１月前までに, 次に掲げる書類に検定料を添

え, 鹿児島大学大学院連合農学研究科長 (以下 ｢研究科長｣ という｡) に提出しなければならない｡

(�) 研究生志願書 (別記様式１号)
(�) 履歴書 (別記様式２号)
(�) 最終学校卒業・修了 (見込) 証明書
(�) 研究歴証明書 (別記様式３号)
(�) 承諾書 (別記様式４号)
(受入れ許可)

第５条 研究生の受入れは, 研究科教授会の議を経て研究科長が許可する｡

(研究期間)

第６条 研究生の研究期間は, 原則として１年以内とする｡

２ 前項の研究期間を超えて, 引き続き研究を希望する者については, 事情により許可することができる｡

この場合においては, 研究終了の日の１月前までに, 次に掲げる書類を研究科長に提出しなければなら

ない｡

(�) 研究生研究期間延長願 (別記様式５号)
(�) 研究期間延長承諾書 (別記様式６号)
３ 前項の研究期間の延長は, 研究科教授会の議を経て研究科長が許可することができる｡

(辞退)

第７条 研究生が, 病気その他の事由により辞める場合は, 辞退願 (別記様式７号) を研究科長に提出し,

許可を受けなければならない｡

２ 前項の辞退は, 研究科教授会の議を経て研究科長が許可する｡

(研究の修了)

第８条 研究生は, その研究を終えた場合には速やかに研究修了届 (別記様式８号) を指導教員を経て研

究科長に提出しなければならない｡

(修了証明書)

第９条 研究科長は, 前条の研究修了者に対し, 研究科教授会の議を経て研究修了証明書 (別記様式９号)

を交付する｡

(その他)

第��条 この細則に定めるもののほか, 研究生に関し必要な事項は, 研究科教授会の議を経て研究科長が

―��―



定める｡

附 則

この細則は, 平成��年４月１日から施行する｡
附 則

この細則は, 平成��年��月１日から施行する｡
附 則

この細則は, 令和元年６月��日から施行する｡
附 則

この細則は, 令和４年４月１日から施行する｡

―��―
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�����������������������������
平成��年４月１日
鹿大連細則 第４号��� ��

(趣旨)

第１条 この細則は, 鹿児島大学学位規則 (平成��年規則第���号) 第��条及び鹿児島大学大学院連合農
学研究科規則 (平成��年鹿大連規則第１号) 第��条の規定に基づき, 鹿児島大学大学院連合農学研究科
(以下 ｢研究科｣ という｡) の学位論文の審査等に関し必要な事項を定める｡��� ������������
(学位論文提出の資格)

第２条 学位論文を提出することのできる者は, 次の各号の一に掲げるものとする｡

(�) 本研究科に３年以上在学し, 必要な研究指導を受け, かつ, 授業科目について��単位以上を修得し
た者, 又は論文を提出する日の属する学年末までに授業科目について��単位以上を修得することが確
実である者

(�) 本研究科に１年以上３年未満 (大学院修士課程において, 優れた業績を上げて２年未満の在学期間
をもって修士課程を修了した者にあっては, 当該修士課程における在学期間を含み３年以上) 在学し,

必要な研究指導を受け, 論文を提出する日の属する修了予定日までに授業科目について��単位以上を
修得することが確実で, 必要な研究指導を受け, かつ, 特に優れた研究業績をあげ主指導教員が推薦

した者

(学位論文提出の時期)

第３条 前条第１号に掲げる者の学位論文審査の申請期限は, 次のとおりとする｡ ただし, その日が土曜

日又は日曜日に当たるときは, その直後の月曜日とする｡

(�) ４月入学者については, 最終年次の��月５日とする｡
(�) ��月入学者については, 最終年次の５月��日とする｡
２ 標準修業年限を超えて在学する者および前条第２号に掲げる者の学位論文審査の申請期限は, 前項各

号の規定にかかわらず��月５日又は５月��日とする｡
(学位論文提出の手続)

第４条 第�条に掲げる者が, 学位論文の審査を受けようとするときは, 次に掲げる書類を, 主指導教員
の承認を得て連合農学研究科長 (以下 ｢研究科長｣ という｡) に提出しなければならない｡

(�) 学位申請書 (学位第１号様式の１) １部

(�) 学位論文目録 (学位第２号様式) １部

(�) 学位論文目録の説明書 (学位第２号様式付属書類) １部

(�) 学位論文 (和文又は英文) ６部

(�) 学位論文要旨 (学位第３号様式) [和文�����字及び英文���語以内] １部

(�) 学位論文の基礎となる学術論文 (主論文) ２部

(�) 成績証明書 １部

(�) 履歴書 (学位第４号様式) １部

(�) 承諾書 (共同研究論文の場合) (学位第６号様式) 各１部��� ������������
(学位の授与を申請することができる資格要件)

第５条 論文提出による博士の学位を申請できる者は, 次の各号の一に掲げる者とする｡

……………………………………………………………

………………………………………………………………

…………………………………………

………………………………………………………………………

………………………

……………………………………………………

…………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………

…………………………………………
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(�) 本研究科に所定の標準修業年限以上在学し, 所定の単位を修得して退学した者
(�) 本研究科の学位論文申請資格審査 (以下 ｢資格審査｣ という｡) に合格した者
(学位論文提出の手続)

第６条 前条各号に掲げる者が, 学位論文の審査を受けようとするときは, 次に掲げる書類に学位論文審

査手数料 (前条第１号に掲げる者のうち, 退学した日から１年以内の者は除く｡) を添え研究科長に提

出しなければならない｡

(�) 学位申請書 (学位第１号様式の２) １部

(�) 学位論文目録 (学位第２号様式) １部

(�) 学位論文目録の説明書 (学位第２号様式付属書類) １部

(�) 学位論文 (和文又は英文) ６部

(�) 学位論文要旨 (学位第３号様式) [和文�����字及び英文���語以内] １部

(�) 学位論文の基礎となる学術論文 (主論文) ２部

(�) 成績証明書 １部

(�) 履歴書 (学位第４号様式) １部

(�) 最終学校の卒業・修了証明書 １部

(��) 研究歴証明書 (学位第５号様式) １部

(��) 承諾書 (共同研究論文の場合) (学位第６号様式) 各１部

(資格審査)

第７条 第５条第２号の資格審査を受けようとする者は, 学位論文申請資格審査願 (学位第７号様式) 及

び第６条に規定する書類を研究科長に提出するものとする｡

２ 研究科長は, 前項の願出があったときは, 資格審査を連合農学研究科代議委員会 (以下 ｢代議委員会｣

という｡) に付託する｡

３ 代議委員会は, 付託を受けてから２か月以内に資格審査を行い, その結果を研究科長に報告するもの

とする｡

４ 研究科長は, 前項の審査結果を研究科教授会に付議し, 学位論文の受理の可否を決定する｡

５ 資格審査の基準は, 別に定める｡��� ����
(評価基準)

第８条 博士論文の審査は, ディプロマ・ポリシーに従い, 学位申請者が提出した博士論文の構成, 内容

の新規性や学術的価値等に対する項目について評価を行い, 併せて, 申請者の専門知識, 企画・実行力,

プレゼンテーション力と発展性等を総合して判断する｡

(審査委員会)

第９条 研究科教授会は, 学位論文を受理したときは, 学位論文審査申請者ごとに速やかに審査委員を選

出し, 審査委員会を組織する｡

２ 審査委員は, 主査１名, 副査４名とする｡

３ 主査は, 第２条各号に掲げる者にあっては主指導教員とし, 第５条各号に掲げる者にあっては研究科

長が推薦する主指導教員資格者とする｡

４ 岩手大学, 東京農工大学, 岐阜大学, 鳥取大学および愛媛大学の連合農学研究科主指導教員資格者は,

無審査で副査とすることができる｡

５ 前項の副査は１名とし, 第２項の内数とする｡

６ 審査委員会は, 学位論文審査のため必要と認めた場合は, 他の大学院若しくは研究所等の教員等の協

力を得ることができる｡

(論文の審査及び最終試験又は学力の確認)

第��条 審査委員会は, 学位論文を受理した日から１年以内に論文の審査及び最終試験又は学力の確認を

終了し, その結果を研究科教授会に文書で報告しなければならない｡

……………………………………………………………

………………………………………………………………

…………………………………………

………………………………………………………………………

………………………

……………………………………………………

…………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………

……………………………………………………………………

………………………………………………………………

…………………………………………

―��―



２ 前項に規定する報告は, 学位論文審査結果の要旨 (学位第８号様式), 最終試験結果の要旨 (学位第

９号様式) 又は学力確認結果の要旨 (学位第��号様式) 及び学位論文等評価表 (学位第��号様式) によ
り行うものとする｡

３ 最終試験は, 第２条各号に掲げる者について, 学位論文を中心としてこれに関連する科目について口

答又は筆答により行う｡

４ 第５条各号に掲げる者は, 第２条各号に掲げる者と同等以上の学力を有することを確認するため, 学

位論文を中心として, これに関連のある科目について口答又は筆答により学力の確認を行う｡ この場合,

外国語については, 英語, ドイツ語及びフランス語のうち１科目について行う｡ ただし, 外国人につい

ては, 日本語を加えて選択できる｡

５ 論文審査に際しては, 必要に応じて学位論文審査申請者に対して参考論文の提出を求めることができ

るものとする｡

(学力確認の免除)

第��条 第５条第１号に掲げる者のうち退学後３年以内の者は, 学力の確認を免除する｡��� ��
第��条 この細則に定めるもののほか必要な事項は, 代議委員会の議を経て研究科長が定める｡

附 則

この細則は, 平成��年４月１日から施行する｡
附 則

この細則は, 平成��年４月１日から施行する｡
附 則

１. この細則は, 平成��年４月１日から施行する｡
２. 平成��年３月��日以前に連合農学研究科に入学した者については, 改正後の第１条及び第２条並び
に第４条から第６条の規定にかかわらず, なお従前の例による｡

附 則

この細則は, 平成��年４月１日から施行する｡
附 則

この細則は, 平成��年２月��日から施行する｡
附 則

この細則は, 平成��年２月��日から施行する｡
附 則

この細則は, 平成��年２月１日から施行する｡
附 則

この細則は, 平成��年９月２日から施行する｡
附 則

この細則は, 令和元年６月��日から施行する｡
附 則

この細則は, 令和元年９月６日から施行する｡

附 則

この細則は, 令和４年４月１日から施行する｡

附 則

この細則は, 令和５年４月１日から施行する｡

―��―



―��―(学
位
第
１
号
様
式
の
１
)

学
位
申
請
書

年
月

日

鹿
児
島
大
学
大
学
院
連
合
農
学
研
究
科
長

殿

申
請
者

鹿
児
島
大
学
大
学
院
連
合
農
学
研
究
科

専
攻

年
度
入
学

氏
名

鹿
児
島
大
学
学
位
規
則
第
７
条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
,
下
記
の
と
お
り
関
係
書
類
を
添
え

学
位
を
申
請
い
た
し
ま
す
｡

記

１
.
学
位
論
文
目
録

１
部

２
.
学
位
論
文
目
録
の
説
明
書

１
部

３
.
学
位
論
文

６
部

４
.
学
位
論
文
要
旨
(和
文
及
び
英
文
)

１
部

５
.
学
位
論
文
の
基
礎
と
な
る
学
術
論
文
(主
論
文
)

２
部

６
.
成
績
証
明
書

１
部

７
.
履
歴
書

１
部

８
.
承
諾
書

各
１
部

主
指
導
教
員
氏
名

�(学
位
第
１
号
様
式
の
１
)

学
位
申
請
書

年
月

日

鹿
児
島
大
学
大
学
院
連
合
農
学
研
究
科
長

殿

申
請
者

鹿
児
島
大
学
大
学
院
連
合
農
学
研
究
科

専
攻

年
度
入
学

氏
名

鹿
児
島
大
学
学
位
規
則
第
７
条
第
４
項
の
規
定
に
基
づ
き
,
下
記
の
と
お
り
関
係
書
類
を
添
え

学
位
を
申
請
い
た
し
ま
す
｡

記

１
.
学
位
論
文
目
録

１
部

２
.
学
位
論
文
目
録
の
説
明
書

１
部

３
.
学
位
論
文

６
部

４
.
学
位
論
文
要
旨
(和
文
及
び
英
文
)

１
部

５
.
学
位
論
文
の
基
礎
と
な
る
学
術
論
文
(主
論
文
)

２
部

６
.
成
績
証
明
書

１
部

７
.
履
歴
書

１
部

８
.
承
諾
書

各
１
部

主
指
導
教
員
氏
名

�



―��―

(学
位
第
１
号
様
式
の
２
)

学
位
申
請
書

年
月

日

鹿
児
島
大
学
大
学
院
連
合
農
学
研
究
科
長

殿

申
請
者

氏
名

鹿
児
島
大
学
学
位
規
則
第
７
条
第
３
項
の
規
定
に
基
づ
き
,
下
記
の
と
お
り
関
係
書
類
を
添
え

学
位
を
申
請
い
た
し
ま
す
｡

記

１
.
学
位
論
文
目
録

１
部

２
.
学
位
論
文
目
録
の
説
明
書

１
部

３
.
学
位
論
文

６
部

４
.
学
位
論
文
要
旨
(和
文
及
び
英
文
)

１
部

５
.
学
位
論
文
の
基
礎
と
な
る
学
術
論
文
(主
論
文
)

２
部

６
.
履
歴
書

１
部

７
.
成
績
証
明
書

１
部

８
.
最
終
学
校
卒
業
・
修
了
証
明
書

１
部

９
.
研
究
歴
証
明
書

１
部

��.承諾書
各
１
部

主
査
と
な
る
教
員
氏
名

�



―��―(学
位
第
２
号
様
式
)

学
位
論
文
目
録

年
月

日

氏
名

学
位
論
文

題
目

主
論
文
Ⅰ

題
目

著
者
氏
名

学
術
雑
誌
名

(巻
,
号
,
頁
)

(
.

.
～

)

発
行
年
月

年
月

発
行
・
発
行
予
定

(������年月)又は
(���番号

)

主
論
文
Ⅱ

題
目

著
者
氏
名

学
術
雑
誌
名

(巻
,
号
,
頁
)

(
.

.
～

)

発
行
年
月

年
月

発
行
・
発
行
予
定

(������年月)又は
(���番号

)

注
：
課
程
修
了
に
よ
る
者
の
主
論
文
２
編
の
う
ち
,
１
編
に
つ
い
て
投
稿
中
の
も
の
が
あ
る
場
合
は
,

｢発
行
・
発
行
予
定
｣
を
二
重
線
で
消
し
,
そ
の
箇
所
の
横
に
｢投
稿
中
｣
と
記
載
す
る
こ
と
｡

主
論
文
Ⅲ

題
目

著
者
氏
名

学
術
雑
誌
名

(巻
,
号
,
頁
)

(
.

.
～

)
発
行
年
月

年
月

発
行
・
発
行
予
定

(������年月)又は
(���番号

)

主
論
文
Ⅳ

題
目

著
者
氏
名

学
術
雑
誌
名

(巻
,
号
,
頁
)

(
.

.
～

)
発
行
年
月

年
月

発
行
・
発
行
予
定

(������年月)又は
(���番号

)

主
論
文
Ⅴ

題
目

著
者
氏
名

学
術
雑
誌
名

(巻
,
号
,
頁
)

(
.

.
～

)
発
行
年
月

年
月

発
行
・
発
行
予
定

(������年月)又は
(���番号

)

主
論
文
Ⅵ

題
目

著
者
氏
名

学
術
雑
誌
名

(巻
,
号
,
頁
)

(
.

.
～

)
発
行
年
月

年
月

発
行
・
発
行
予
定

(������年月)又は
(���番号

)



―��―参
考
論
文
Ⅰ

題
目

著
者
氏
名

学
術
雑
誌
名

(巻
,
号
,
頁
)

(
.

.
～

)

発
行
年
月

年
月

発
行
・
発
行
予
定

参
考
論
文
Ⅱ

題
目

著
者
氏
名

学
術
雑
誌
名

(巻
,
号
,
頁
)

(
.

.
～

)

発
行
年
月

年
月

発
行
・
発
行
予
定

参
考
論
文
Ⅲ

題
目

著
者
氏
名

学
術
雑
誌
名

(巻
,
号
,
頁
)

(
.

.
～

)

発
行
年
月

年
月

発
行
・
発
行
予
定

参
考
論
文
Ⅳ

題
目

著
者
氏
名

学
術
雑
誌
名

(巻
,
号
,
頁
)

(
.

.
～

)

(学
位
第
２
号
様
式
付
属
書
類
) 学
位
論
文
目
録
の
説
明
書

年
月

日

鹿
児
島
大
学
大
学
院
連
合
農
学
研
究
科
長
殿

主
指
導
教
員

ま
た
は

紹
介
教
員

(学
位
論
文
申
請
者
)

主
論
文
に
記
載
さ
れ
て
い
る
各
学
術
雑
誌
に
つ
い
て
,
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
ま
す
｡

主
論
文
Ⅰ

１
.
学
術
雑
誌
名

２
.
学
会
・
出
版
団
体
等
名

(国
名
を
付
記
)

３
.
｢学
位
論
文
審
査
等
に
関
す
る
申
合
せ
｣
に
お
け
る
主
論
文
の
要
件
等
の
適
用
条
項

□
第
１
項
第
１
号
(���������)□第１項第２号(

日
本
学
術
会
議
)
□
第
１
項
第
３
号
(���)

□
第
２
項
(社
会
科
学
系
)

□
第
３
項
(水
産
工
学
系
)

４
.
｢短
報
｣
の
場
合
は
,
業
績
と
し
て
評
価
で
き
る
理
由
を
説
明
し
て
下
さ
い
｡

主
論
文
Ⅱ

１
.
学
術
雑
誌
名

２
.
学
会
・
出
版
団
体
等
名

(国
名
を
付
記
)

３
.
｢学
位
論
文
審
査
等
に
関
す
る
申
合
せ
｣
に
お
け
る
主
論
文
の
要
件
等
の
適
用
条
項

□
第
１
項
第
１
号
(���������)□第１項第２号(

日
本
学
術
会
議
)
□
第
１
項
第
３
号
(���)

□
第
２
項
(社
会
科
学
系
)

□
第
３
項
(水
産
工
学
系
)

４
.
｢短
報
｣
の
場
合
は
,
業
績
と
し
て
評
価
で
き
る
理
由
を
説
明
し
て
下
さ
い
｡



―��―主
論
文
Ⅲ

(学
位
第
３
号
様
式
)

１
.
学
術

雑
誌
名

２
.
学
会
・
出
版
団
体
等
名

(国
名
を
付
記
)

３
.
｢学
位
論
文
審
査
等
に
関
す
る
申
合
せ
｣
に
お
け
る
主
論
文
の
要
件
等
の
適
用
条
項

□
第
１
項
第
１
号
(���������)□第１項第２号(

日
本
学
術
会
議
)
□
第
１
項
第
３
号
(���)

□
第
２
項
(社
会
科
学
系
)

□
第
３
項
(水
産
工
学
系
)

４
.
｢短
報
｣
の
場
合
は
,
業
績
と
し
て
評
価
で
き
る
理
由
を
説
明
し
て
下
さ
い
｡

学
位
論
文
要
旨

氏
名

題
目

主
論
文
Ⅳ

１
.
学
術

雑
誌
名

２
.
学
会
・
出
版
団
体
等
名

(国
名
を
付
記
)

３
.
｢学
位
論
文
審
査
等
に
関
す
る
申
合
せ
｣
に
お
け
る
主
論
文
の
要
件
等
の
適
用
条
項

□
第
１
項
第
１
号
(���������)□第１項第２号(

日
本
学
術
会
議
)
□
第
１
項
第
３
号
(���)

□
第
２
項
(社
会
科
学
系
)

□
第
３
項
(水
産
工
学
系
)

４
.
｢短
報
｣
の
場
合
は
,
業
績
と
し
て
評
価
で
き
る
理
由
を
説
明
し
て
下
さ
い
｡

主
論
文
Ⅴ

１
.
学
術

雑
誌
名

２
.
学
会
・
出
版
団
体
等
名

(国
名
を
付
記
)

３
.
｢学
位
論
文
審
査
等
に
関
す
る
申
合
せ
｣
に
お
け
る
主
論
文
の
要
件
等
の
適
用
条
項

□
第
１
項
第
１
号
(���������)□第１項第２号(

日
本
学
術
会
議
)
□
第
１
項
第
３
号
(���)

□
第
２
項
(社
会
科
学
系
)

□
第
３
項
(水
産
工
学
系
)

４
.
｢短
報
｣
の
場
合
は
,
業
績
と
し
て
評
価
で
き
る
理
由
を
説
明
し
て
下
さ
い
｡



―��―(学
位
第
４
号
様
式
)

履
歴

書
№
１

研
究
歴
(研
究
期
間
,
研
究
内
容
等
を
年
代
順
に
記
入
す
る
こ
と
｡)

№
２

年
月

日
事

項

年
月

日

年
月

日

年
月

日

年
月

日

年
月

日

年
月

日

年
月

日

ふ
り
が
な

氏
名

男 女

本 籍 国 籍

都 道 府 県
生
年
月
日

年
月

日
生
(満

歳
)

現
住
所
〒

電
話
(

)
－

学
会
及
び
社
会
に
お
け
る
活
動
状
況

学
歴

(高
等
学
校
卒
業
以
後
の
学
歴
を
年
代
順
に
記
入
す
る
こ
と
｡)

年
月

日
事

項
年

月
日

事
項

年
月

日

年
月

日

年
月

日

年
月

日

年
月

日

年
月

日

年
月

日

年
月

日

年
月

日

年
月

日

年
月

日

年
月

日

年
月

日

年
月

日

高
等
学
校
卒
業

賞
罰 年

月
日

事
項

年
月

日

年
月

日

年
月

日
職
歴

上
記
の
と
お
り
相
違
あ
り
ま
せ
ん
｡

年
月

日

氏
名

年
月

日
事

項

年
月

日

年
月

日

年
月

日

年
月

日

年
月

日

年
月

日



―��―(学
位
第
５
号
様
式
)

研
究
歴
証
明
書

鹿
児
島
大
学
大
学
院
連
合
農
学
研
究
科
長
殿

所
属

氏
名

生
年
月
日

年
月

日
生

上
記
の
者
は
,
下
記
の
と
お
り
研
究
に
従
事
し
た
こ
と
を
証
明
し
ま
す
｡

記

１
.
在
職
期
間
及
び
研
究
期
間

年
月

日
～

年
月

日
在
職
期
間

年
月

日
～

年
月

日
研
究
従
事
期
間

研
究
従
事
時
間

週
平
均

時
間

２
.
研
究
従
事
期
間
の
身
分

３
.
研
究
指
導
者
の
職
・
氏
名

４
.
主
な
研
究
内
容
(年
代
順
に
役
割
・
分
担
を
記
入
の
こ
と
｡)

年
月

日 所
属
長

職
印

(学
位
第
６
号
様
式
)

承
諾

書

年
月

日

鹿
児
島
大
学
大
学
院
連
合
農
学
研
究
科
長

殿 共
著
者
氏
名

�
所
属

職
名

論
文
題
目

著
者
氏
名

学
術
雑
誌

(巻
,
号
,
頁
)

(
・

・
～

)

発
行
年
月

年
月

発
行
・
発
行
予
定

上
記
論
文
を

氏
が
,
鹿
児
島
大
学
大
学
院
連
合
農
学
研
究
科
に
,

博
士
(農
学
・
水
産
学
・
学
術
)
の
学
位
申
請
論
文
と
し
て
提
出
す
る
こ
と
を
承
諾
し
ま
す
｡

な
お
,
当
該
論
文
は
,
学
位
論
文
と
し
て
過
去
に
お
い
て
使
用
せ
ず
,
ま
た
,
将
来
に
お
い

て
も
使
用
し
ま
せ
ん
｡



―��―(学
位
第
７
号
様
式
)

学
位
論
文
申
請
資
格
審
査
願

鹿
児
島
大
学
大
学
院
連
合
農
学
研
究
科
長
殿

鹿
児
島
大
学
大
学
院
連
合
農
学
研
究
科
の
学
位
論
文
審
査
等
に
関
す
る
細
則
第
７
条
に
規
定
す

る
学
位
論
文
申
請
資
格
審
査
を
受
け
た
い
の
で
,
所
定
の
書
類
を
添
え
申
請
し
ま
す
｡

年
月

日

申
請
者

�
主
査
と
な
る
教
員

�(学
位
第
８
号
様
式
)

���１
学
位
論
文
審
査
結
果
の
要
旨

学
位
申
請
者

氏
名

審
査
委
員

主
査

大
学
職
名

氏
名

�
副
査

大
学
職
名

氏
名

副
査

大
学
職
名

氏
名

副
査

大
学
職
名

氏
名

副
査

大
学
職
名

氏
名

審
査
協
力
者

所
属

職
名

氏
名

題
目



―��―

���２(学位第９号様
式
)

���１
最
終
試
験
結
果
の
要
旨

学
位
申
請
者

氏
名

審
査
委
員

主
査

大
学
職
名

氏
名

�
副
査

大
学
職
名

氏
名

副
査

大
学
職
名

氏
名

副
査

大
学
職
名

氏
名

副
査

大
学
職
名

氏
名

審
査
協
力
者

所
属

職
名

氏
名

実
施
年
月
日

年
月

日

試
験
方
法
(該
当
の
も
の
を
○
で
囲
む
こ
と
｡)

口
答
・
筆
答

(記
入
例
)

主
査
及
び
副
査
は
,

年
月

日
の
公
開
審
査
会
に
お
い
て
学
位
申
請
者
に
対

し
て
,
学
位
申
請
論
文
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
,
関
連
事
項
に
つ
い
て
試
問
を
行
っ
た
｡

具
体
的
に
は
別
紙
の
よ
う
な
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
,
い
ず
れ
も
満
足
で
き
る
回
答
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
｡

以
上
の
結
果
か
ら
,
審
査
委
員
会
は
申
請
者
が
博
士
(

)
の
学
位
を
受
け
る
に
必
要
な

十
分
の
学
力
な
ら
び
に
識
見
を
有
す
る
と
認
め
た
｡



―��―

���２(学位第��号様
式
)

���１
学
位
申
請
者

氏
名

学
力
確
認
結
果
の
要
旨

学
位
申
請
者

氏
名

(記
入
例
)

[質
問
１
]

[回
答
１
]

[質
問
２
]

[回
答
２
]

・ ・ ・ ・ ・ ・

[質
問
]

[回
答
]

審
査
委
員

主
査

大
学
職
名

氏
名

�
副
査

大
学
職
名

氏
名

副
査

大
学
職
名

氏
名

副
査

大
学
職
名

氏
名

副
査

大
学
職
名

氏
名

審
査
協
力
者

所
属

職
名

氏
名

実
施
年
月
日

年
月

日

試
験
方
法
(該
当
の
も
の
を
○
で
囲
む
こ
と
｡)

口
答
・
筆
答

(記
入
例
)

主
査
及
び
副
査
は
,

年
月

日
の
公
開
審
査
会
に
お
い
て
学
位
申
請
者
に
対

し
て
,
学
位
申
請
論
文
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
,
関
連
事
項
に
つ
い
て
試
問
を
行
っ
た
｡

具
体
的
に
は
別
紙
の
よ
う
な
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
,
い
ず
れ
も
満
足
で
き
る
回
答
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
｡

以
上
の
結
果
か
ら
,
審
査
委
員
会
は
申
請
者
が
大
学
院
博
士
課
程
修
了
者
と
同
等
以
上
の
学
力

な
ら
び
に
識
見
を
有
す
る
も
の
と
認
め
,
博
士
(

)
の
学
位
を
与
え
る
に
十
分
な
資
格
を

有
す
る
も
の
と
認
め
た
｡



―��―

(学
位
第
��号様式) ������

����������
主
査
所
属
大
学
名

主
査
氏
名

印

����������２
学
位
申
請
者

氏
名

(記
入
例
)

[質
問
１
]

[回
答
１
]

[質
問
２
]

[回
答
２
]

・ ・ ・ ・ ・ ・

[質
問
]

[回
答
]

学
位
申
請
者

氏
名
：

論
文
題
目

公
開
審
査
会

開
催
日
時
等

開
催
日
：

年
月

日
(

)
時
間
：

時
分
～

時
分

審
査
委
員

所
属

氏
名

項
目
別
評
価

総
合
評
価

(���点満点)平均点 (���点満点)
職
名

主
査

大
学

①
点
���点 点

点

②
点
���点

副
査

(第
�副指導教員)

大
学

①
点
���点 点

②
点
���点

副
査

(第
�副指導教員)

大
学

①
点
���点 点

②
点
���点

副
査

大
学

①
点
���点 点

②
点
���点

副
査

大
学

①
点
���点 点

②
点
���点

項
目
別
評
価

①
学
位
論
文
：
構
成
,
内
容
,
新
規
性
,
学
術
的
評
価
を
��点満点で評価する

②
申
請
者
の
能
力
：
専
門
知
識
,
企
画
・
実
行
力
,
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
力
,
発
展
性
を
��点満点で評価する

・
総
合
評
価
は
���点制で行い,平均点が

��点未満は不合格とする｡
小
数
点
以
下
は
四
捨
五
入
｡

・
総
合
評
価
欄
は
,
①
②
の
合
計
点
数
を
記
入
す
る
｡

������������
������������

������������
����

項
目

評
価

・
｢博
士
｣
と
し
て
社
会
か
ら
期
待
さ
れ
る
品
位
と
高
度
な
専
門
知
識
を
持
ち
,

農
林
水
産
分
野
の
課
題
探
求
と
解
決
に
至
る
ま
で
の
研
究
を
,
自
立
的
に
遂
行

出
来
る
能
力
を
具
備
し
て
い
る

・
｢研
究
者
・
技
術
者
・
教
育
者
｣
と
し
て
,
地
域
社
会
か
ら
国
際
社
会
ま
で
幅

広
く
活
躍
で
き
る
能
力
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
精
神
が
涵
養
さ
れ
て
い
る

適
・
不
適

※
上
記
の
能
力
が
備
わ
っ
て
い
る
か
否
か
を
,
適
あ
る
い
は
不
適
で
判
定
す
る
｡



��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������(��������������������) ���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
―��―



����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
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平成��年４月１日 研究科長裁定

平成��年５月��日 一 部 改 正

平成��年２月��日 一 部 改 正

平成��年��月��日 一 部 改 正

平成��年４月��日 一 部 改 正

平成��年１月��日 一 部 改 正

平成��年２月３日 一 部 改 正

平成��年２月６日 一 部 改 正

平成��年７月��日 一 部 改 正

平成��年９月８日 一 部 改 正

令和３年７月９日 一 部 改 正

令和３年��月��日 一 部 改 正

鹿児島大学大学院連合農学研究科の学位論文の審査等に関する細則 (以下 ｢細則｣ という｡) 第��条の
規定に基づき, 次のとおり定める｡

１. 課程修了による学位論文提出要件の主論文となる論文は, 別に定めた ｢学位論文審査等に関する申合

せにおける主論文の要件等について｣ を満たしたレフェリー制のある学会誌又はこれに準ずる学術雑誌

にファーストオーサーとして発表した学術論文 (共著論文を含む｡) を, ２編以上有するものとする｡

ただし, うち１編は, 代議委員会で承認のうえ, 以下の論文を含むことができる｡

①本研究科入学前の論文

②複数名のファーストオーサーによる論文：筆頭著者以外の場合理由書 (任意様式) を提出する｡

③短報等�����������以外の論文：�����������に相当する理由書 (任意様式) を提出する｡
２. 論文博士の学位論文提出の主論文となる論文の要件は, 次のとおりとする｡

(�) 本研究科を単位取得後退学, 或いは満期退学 (平成��年度以前に入学し, 本研究科に３年以上在学
し, 必要な研究指導を受け, かつ, ��時間以上の共通セミナーを受講し退学した者をいう) した者は,
課程修了による学位申請者に定めたファーストオーサーの主論文を３編以上有するものとする｡ ただ

し, うち１編は, 代議委員会で承認のうえ, 以下の論文を含むことができる｡

①本研究科入学前の論文

②複数名のファーストオーサーによる論文：筆頭著者以外の場合理由書在 (任意様式) を提出する｡

③コレスポンディングオーサーの論文：理由書 (任意様式) を提出する｡

④短報等�����������以外の論文：�����������に相当する理由書 (任意様式) を提出する｡
(�) (�)以外の者は, 課程修了による学位申請者に定めたファーストオーサーの主論文を５編以上有す
るものとする｡ ただし, うち１編は, 代議委員会で承認のうえ, 以下の論文を含むことができる｡

①コレスポンディングオーサーの論文：理由書 (任意様式) を提出する｡

②貢献度の高いファーストオーサー以外の論文：理由書 (任意様式) を提出する｡

③複数名のファーストオーサーによる論文：筆頭著者以外の場合理由書 (任意様式) を提出する｡

④短報等�����������以外の論文：�����������に相当する理由書 (任意様式) を提出する｡
３. 提出する学位論文は, 和文又は英文によるものを提出する｡

４. 第１及び第２(�)に定める共著論文については, 共著者の承諾書を提出し, 他の学位に使用されない
ことを条件とする｡

５. 主指導教員は, 学位論文の提出に当たっては, 副指導教員と十分な協議を行うものとする｡

６. 審査委員会委員のうち指導教員以外の委員は, 原則として主指導教員資格者とする｡ ただし, 相当の

理由がある場合は, 副指導教員資格者を充てることができることとし, その場合は, 理由書を提出する｡

―��―



なお, 委員のうち１名は, 岩手大学, 東京農工大学, 岐阜大学, 鳥取大学および愛媛大学の連合農学

研究科主指導教員資格者を充てることができる｡

７. 前項の規定に関わらず, 審査委員会には１名の登録委員を加えることができる｡

また, 登録委員については別に定める｡

８. 細則第７条第５項の規定により, 細則第５条第２号に掲げる者の資格審査の基準は, 以下のとおりと

する｡

論文博士の申請者については, 以下の研究歴 (注) を有すること｡

(�) 修士課程修了者においては５年以上の研究歴を有すること｡
(�) 大学学部卒業者においては８年以上の研究歴を有すること｡
(注) 研究歴とは, 大学, 公的研究機関又は企業等の研究機関に従事した期間, 又は大学の研究生, 専

攻生及び研究員として研究に従事した期間

９. 細則第５条第１号に掲げる者で, 退学後３年以内に学位を申請した者は, 課程修了による学位申請者

に準じた取り扱いとし, ３年を超えた場合は, この資格を失効するものとする｡��. 審査委員会は, 公開審査会を開催するものとする｡
(�) 公開審査会は, 原則として主査が所属する大学において行うものとする｡
(�) 公開審査会の開催にあたっては, 開催日の１週間前までに申請者氏名及び論文題目並びに開催日時
及び場所を構成大学学部に公示するものとする｡

(�) 申請者は, 公開審査会においては, 日本語あるいは英語で発表するものとする｡��. 博士 (学術) の学位を授与する場合の判定方法等については, 次のとおりとする｡
(�) 主査となる教員は, 当該学位論文の内容を慎重に検討したうえで, 学際的領域等の分野に該当し,
博士 (学術) の学位の授与が適当と判断した場合, 最終試験結果の要旨 (学位第９号様式) 又は学力

確認結果の要旨 (学位第��号様式) にその理由を明記し, 申請する｡
(�) 主査となる教員は, 研究科教授会において, 博士 (学術) の学位が妥当である旨説明するものとす
る｡

(�) 研究科教授会は, 上記の説明等に基づき慎重に審査の上, 博士 (学術) の学位授与の判定を行うも
のとする｡

―��―
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�����������������������������������������������
鹿児島大学大学院連合農学研究科の学位論文審査等に関する申合せ (平成��年４月１日研究科長裁定)

の第１項及び第２項に示す, ｢レフェリー制のある学会誌又はこれに準ずる学術雑誌｣ の定義は, 次のと

おりとする｡

(平成��年３月６日 代議委員会決定)

(平成��年５月��日 一 部 改 正)

(平成��年２月１日 一 部 改 正)

(平成��年２月７日 一 部 改 正)

(平成��年７月��日 一 部 改 正)

(平成��年９月４日 一 部 改 正)

(平成��年��月６日 一 部 改 正)

(平成��年９月８日 一 部 改 正)

(令和２年１月��日 一 部 改 正)

(令和４年��月��日 一 部 改 正)

(令和５年４月１日 実 施)

１. 主論文となる論文は, 以下①～③のいずれかの学術雑誌に掲載された査読付き原著論文(注１)とし,

指定以外の国際会議等の�����������は含まない｡
①������������������の�����������������������������のリストに掲載されているインパクトファクター
付き学術雑誌

②日本学術会議協力学術研究団体が発行する学術雑誌

③���に掲載されている学術雑誌
２. 社会科学系の場合に限り, 以下の学術雑誌に掲載された原著論文を認める｡

・ 『日本の農業』 (農政調査委員会, 審査制)

・ 『東畑四郎記念研究奨励事業報告』 (農政調査委員会, 事前審査制)

・ 『農業総合研究』 (農業総合研究所, 月刊, 編集委員会・審査制)

・ 『農林水産政策研究』 (農林水産政策研究センター, 季刊, 編集委員会・審査制)

・ 『アジア経済』 (アジア経済研究所, 月刊, 編集委員会・審査制)

・ 『農耕の技術と文化』 (農耕文化研究振興会, 年１回, 編集委員会・審査制)

・ 『協同組合奨励研究報告』 (全国農業協同組合中央会, 年１回, 事前審査制)

３. 水産工学系の場合に限り, 以下の国際会議の�����������を認める｡
・��������������������������������������������������������
・������������������

※上記１・２の取扱いについては, 平成��年度入学生から適用する｡
また, 論文博士については, 平成��年度申請分から適用する｡
※上記３の取扱いについては, 平成��年度入学生から適用する｡
また, 論文博士については, 平成��年度申請分から適用する｡
※主論文は, 投稿時に上記１・２の要件を満たしていること｡

―��―
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和
元
年
９
月
６
日
一
部
改
正

令
和
２
年
５
月
８
日
一
部
改
正

令
和
３
年
７
月
９
日
一
部
改
正

令
和
４
年
１
月
７
日
一
部
改
正

令
和
４
年
４
月
１
日
実
施

学
位
論
文
提
出
の
要
件

１
.
課
程
博
士

平
成
��年度以前入学者：

(�)本研究科に３年以上在
学
し
,
必
要
な
研
究
指
導
を
受
け
,
か
つ
,
��時間以上の共通セミナー

を
受
講
し
た
者

(�)本研究科に１年以上在
学
し
,
必
要
な
研
究
指
導
を
受
け
,
か
つ
,
��時間以上の共通セミナー

を
受
講
し
,
特
に
優
れ
た
研
究
業
績
を
あ
げ
主
指
導
教
員
が
推
薦
し
た
者

平
成
��年度以降入学者：

(�)本研究科に３年以上在
学
し
,
必
要
な
研
究
指
導
を
受
け
,
か
つ
,
��単位以上を修得した者

(�)本研究科に１年以上在
学
し
,
必
要
な
研
究
指
導
を
受
け
,
か
つ
,
��単位以上を修得し,特に

優
れ
た
研
究
業
績
を
あ
げ
主
指
導
教
員
が
推
薦
し
た
者

２
.
論
文
博
士

(�)平成 ��年度以前入学
者
：
本
研
究
科
に
３
年
以
上
在
学
し
,
必
要
な
研
究
指
導
を
受
け
,
か
つ
,
��時間以上の共通セミナー

を
受
講
し
て
退
学
し
た
者

平
成
��年度以降入学者：本研究

科
に
３
年
以
上
在
学
し
,
必
要
な
研
究
指
導
を
受
け
,
か
つ
,
��単位以上を修得し退学し

た
者

(た
だ
し
,
退
学
後
３
年
以
内
に
学
位
を
申
請
し
た
者
は
,
本
研
究
科
の
課
程
修
了
に
よ
る
学
位
申
請
者
と
し
て
取
り
扱
う
｡)

(�)本研究科の学位論文申
請
資
格
審
査
(以
下
｢資
格
審
査
｣
と
い
う
｡)
に
合
格
し
た
者

№
項

目
前

期
後

期
運

用
課
程
博

論
博

�発表論文等
①
学
位
申
請
に
お
い
て
は
,
申
請
期
限
内
に
提
出
す
べ
き
書
類
が
全
て
整
っ
て
い
る
こ
と
｡

②
課
程
修
了
に
よ
る
者
の
主
論
文
〈
２
編
以
上
〉
に
つ
い
て
は
,
フ
ァ
ー
ス
ト
オ
ー
サ
ー
で
あ
る
こ
と
｡

③
課
程
修
了
に
よ
ら
な
い
者
は
次
の
と
お
り

イ
本
研
究
科
を
単
位
取
得
退
学
,
或
い
は
満
期
退
学
し
た
者
は
,
フ
ァ
ー
ス
ト
オ
ー
サ
ー
の
主
論
文
を
３
編
以
上
有

す
る
こ
と
｡

ロ
イ
以
外
の
者
は
,
フ
ァ
ー
ス
ト
オ
ー
サ
ー
の
主
論
文
を
５
編
以
上
有
す
る
こ
と
｡
た
だ
し
,
そ
の
内
１
編
は
フ
ァ
ー

ス
ト
オ
ー
サ
ー
以
外
の
共
著
論
文
を
認
め
る
こ
と
が
あ
る
｡

④
未
発
行
の
学
術
論
文
に
つ
い
て
は
,
受
理
日
が
確
認
で
き
る
よ
う
学
会
等
が
発
行
す
る
受
理
証
明
書
と
受
理
原
稿
を

提
出
す
る
こ
と
｡

た
だ
し
,
課
程
修
了
に
よ
る
者
で
投
稿
中
の
未
受
理
学
術
論
文
(１
編
の
み
可
)
に
つ
い
て
は
,
学
会
等
の
投
稿
証

明
書
を
提
出
す
る
と
と
も
に
,
公
開
審
査
会
開
催
日
の
７
日
前
ま
で
に
,
受
理
証
明
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

ま
た
,
未
受
理
学
術
論
文
で
の
学
位
申
請
者
は
,
申
請
時
に
取
下
げ
に
つ
い
て
の
誓
約
書
を
提
出
す
る
こ
と
｡

⑤
上
記
④
に
つ
い
て
は
,
論
文
が
発
行
さ
れ
次
第
,
速
や
か
に
別
刷
を
農
学
部
・
共
同
獣
医
学
部
等
連
大
事
務
室
連
大

事
務
係
に
提
出
す
る
こ
と
｡

⑥
主
論
文
は
,
日
本
語
ま
た
は
英
語
で
記
載
さ
れ
た
も
の
と
す
る
｡

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○
�課程修了による学位論

文
提
出
の
締
切
日

５
月
��日��月５日ただ

し
,
そ
の
日
が
土
曜
日
又
は
日
曜
日
に
当
た
る
と
き
は
,
そ
の
直
後
の
月
曜
日
と

す
る
｡

○

�論文申請資格審査願の
締
切
日

随
時

○
�論文提出による学位授

与
申
請
締
切
日

随
時
(学
位
論
文
審
査
及
び
学
位
記
授
与
の
時
期
は
年
２
回
と
す
る
)

○

―��―



―��―№
項

目
前

期
後

期
運

用
課
程
博

論
博

�提出書類について
①
学
位
論
文
(和
文
又
は
英
文
)：
仮
綴
じ
,
６
部
作
成
す
る
｡
う
ち
１
部
は
,
連
合
農
学
研
究
科
長
に
提
出
し
,
５
部

に
つ
い
て
は
,
主
査
が
学
位
論
文
審
査
委
員
会
委
員
(予
定
者
)
に
送
付
す
る
｡

②
学
位
論
文
要
旨
(学
位
第
３
号
様
式
)：
字
数
に
つ
い
て
[和
文
�����字及び英文���語以内

]
と
し
枚
数
は
,
様

式
１
枚
と
す
る
｡

③
上
記
①
,
②
以
外
の
提
出
書
類
に
つ
い
て
は
,
細
則
第
４
条
及
び
第
６
条
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
｡

④
学
位
論
文
目
録
(学
位
第
２
号
様
式
)
に
つ
い
て
は
,
別
紙
(学
位
第
２
号
様
式
－
付
属
書
類
)
学
位
論
文
目
録
の

説
明
書
を
添
付
す
る
こ
と
｡

⑤
承
諾
書
(学
位
第
６
号
様
式
)
に
つ
い
て
,
共
著
者
が
故
人
等
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
,
指
導
教
員
又
は
紹
介
教
員

が
記
述
し
た
理
由
書
(様
式
は
任
意
)
を
提
出
す
る
こ
と
｡
な
お
,
論
文
中
に
学
位
申
請
者
が
学
位
論
文
と
し
て
使
用

し
,
共
著
者
が
そ
の
使
用
に
つ
い
て
同
意
し
て
い
る
旨
が
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
は
,
理
由
書
(様
式
は
任
意
)
を
提

出
す
る
こ
と
で
承
諾
書
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
｡

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

�公開審査会及び審査委
員
会
の
結
果
報
告

８
月
��日まで１月��日までた

だ
し
,
そ
の
日
が
土
曜
日
又
は
日
曜
日
に
当
た
る
と
き
は
,
そ
の
直
後
の
月
曜
日
と

す
る
｡

○
○

�博士論文等を記録し
た
��の提出締切

日
９
月
��日２月��日学位

論
文
の
審
査
終
了
後
,
別
に
定
め
る
作
成
要
領
に
基
づ
き
,
博
士
論
文
等
を
記
録

し
た
��を連合農学研究科長に

提
出
｡
た
だ
し
,
そ
の
日
が
土
曜
日
又
は
日
曜
日

に
当
た
る
と
き
は
,
そ
の
直
後
の
月
曜
日
と
す
る
｡

○
○

�学位論文審査
学
位
の
申
請
は
年
２
回
と
し
,
研
究
科
教
授
会
で
の
合
否
の
判
定
を
行
う
｡

○
○

�学位記授与の時期
学
位
記
授
与
は
,
年
２
回
と
す
る
｡

○
○

��論文博士の主査につい
て

論
文
博
士
の
主
査
と
な
る
教
員
は
,
論
文
内
容
と
関
係
の
あ
る
構
成
大
学
の
主
指
導
教
員
資
格
者
と
す
る
｡

○
��学位論文審査委員会委

員
課
程
論
文
提
出
：
学
位
論
文
審
査
委
員
会
委
員
の
副
査
４
名
の
う
ち
２
名
に
つ
い
て
は
,
第
１
副
指
導
教
員
及
び
第
２
副

指
導
教
員
と
し
,
他
の
２
名
に
つ
い
て
は
,
原
則
と
し
て
主
指
導
教
員
資
格
者
と
す
る
｡
副
査
１
名
は
,
岩
手
大
学
,

東
京
農
工
大
学
,
岐
阜
大
学
,
鳥
取
大
学
及
び
愛
媛
大
学
の
連
合
農
学
研
究
科
主
指
導
教
員
資
格
者
を
充
て
る
こ
と
が
で

き
る
｡

○

論
文
提
出
：
副
査
４
名
に
つ
い
て
は
,
原
則
と
し
て
,
研
究
科
長
が
推
薦
す
る
主
査
が
,
論
文
内
容
と
関
係
の
あ
る
主
指

導
教
員
資
格
者
を
推
薦
す
る
｡
副
査
１
名
は
岩
手
大
学
,
東
京
農
工
大
学
,
岐
阜
大
学
,
鳥
取
大
学
及
び
愛
媛
大
学
の
連

合
農
学
研
究
科
主
指
導
教
員
資
格
者
を
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
｡

○

��論文博士申請者
論
文
博
士
の
申
請
書
類
の
う
ち
,
｢学
位
申
請
書
｣
(学
位
第
１
号
様
式
の
２
)
に
つ
い
て
は
,
資
格
審
査
申
請
時
点
で
の

提
出
は
除
外
す
る
｡

○

��論文博士申請者の研究
歴

資
格
審
査
基
準
の
研
究
歴
に
つ
い
て
は
,
研
究
内
容
を
検
討
し
,
計
算
す
る
｡

○
��学位の名称の取扱い

課
程
論
文
提
出
：
主
指
導
教
員
が
,
申
請
者
の
専
攻
分
野
,
論
文
の
内
容
を
検
討
し
た
う
え
で
,
研
究
科
教
授
会
に
報
告

す
る
｡

○

論
文
提
出
：
主
査
と
な
る
教
員
が
,
申
請
者
の
論
文
の
内
容
を
検
討
し
た
う
え
で
,
研
究
科
教
授
会
に
報
告
す
る
｡

○
��学位論文の題目

学
位
第
３
号
様
式
及
び
学
位
第
８
号
様
式
の
題
目
の
記
入
方
法
に
つ
い
て
,
日
本
語
の
場
合
は
,
下
段
に
英
語
で
(
)

書
き
,
英
語
の
場
合
は
,
下
段
に
日
本
語
で
(
)
書
き
す
る
｡

○
○

��審査委員会が行う学力
の
確
認

学
力
の
確
認
に
つ
い
て
は
,
学
位
申
請
書
と
併
せ
て
別
紙
｢外
国
語
試
験
受
験
科
目
届
｣
を
提
出
さ
せ
,
届
け
出
た
科
目

に
つ
い
て
行
う
こ
と
と
す
る
｡

○

※
１
１
の
①
に
つ
い
て
は
,
｢鹿
児
島
大
学
大
学
院
連
合
農
学
研
究
科
の
学
位
論
文
審
査
等
に
関
す
る
細
則
｣
及
び
｢鹿
児
島
大
学
大
学
院
連
合
農
学
研
究
科
の
学
位
論
文
審
査
等
に
関
す
る
申
合
せ
｣
を
参
照
す
る
こ
と
｡

※
２
１
の
②
に
つ
い
て
は
,
平
成
��年度以前の入学者には旧

規
定
を
適
用
す
る
｡

※
３
７
に
つ
い
て
は
,
平
成
��年４月１日以降に博士論

文
審
査
に
合
格
し
た
者
か
ら
適
用
す
る
｡
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���������������
平成��年４月１日 研究科長裁定

平成��年２月��日 一 部 改 正

平成��年��月��日 一 部 改 正

(�) 論文は, 和文又は英文のいずれでもよい｡
(�) �－４判洋白紙にダブルスペースで印刷したものとする｡
(�) 本製本は, 表紙と背に論文題目 (英文の場合は, 表紙に和訳を付けること｡) 及び氏名並びに表紙

の氏名の下に西暦で提出年を記載すること｡������������������
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�������������������������������������������
平成��年３月５日 制 定

平成��年４月１日 実 施

平成��年４月��日 一部改正

平成��年３月��日 一部改正

令和元年６月��日 一部改正

令和２年６月��日 一部改正

(趣旨)

第１条 この申合せは, 学生の成績等開示請求及び異議申立て等への対応に関する全学的指針 (平成��年
１月７日教育研究評議会決定) に基づき, 鹿児島大学大学院連合農学研究科 (以下 ｢本研究科｣ とい

う｡) における学生の成績等開示請求及び異議申立てに関し, 必要な事項を定める｡

(対応組織)

第２条 学生の成績等開示請求及び異議申立てに対応する組織として, 鹿児島大学大学院連合農学研究科

教務委員会がこれを行う｡

(開示請求)

第３条 本研究科の学生は, 成績等の開示請求を行うことができる｡

２ 開示請求の対象は, 当該学生の成績評価及び修了判定並びに当該学生が受けた最終試験の結果とする｡

ただし, 国立大学法人鹿児島大学法人文書管理規則 (平成��年規則第���号) に定める保存期間を満
了したものについては, 開示できない場合がある｡

３ 開示請求は, 随時受け付けるものとする｡

４ 開示請求を行う学生は, 成績等開示請求書 (別記様式第１号) を農学部・共同獣医学部等連大事務室

連大事務係に提出しなければならない｡

５ 大学院連合農学研究科長 (以下 ｢研究科長｣ という｡) は, 開示請求日から起算して, 原則として, ��
日以内に, 開示請求に対する回答書 (別記様式第２号) により, 回答を行うものとする｡ ただし, ��
日以内に開示できない場合は, 開示できない理由等を, 当該学生に説明するとともに, 研究科長は,

その状況を, 教育担当理事及び学生部長に報告するものとする｡

(異議申立て)

第４条 本研究科の学生は, 前条の開示結果又は開示請求によらず教学上の判定に不服のある場合は, 異

議申立てを行うことができる｡

２ 異議申立ては, 随時受け付けるものとする｡ ただし, 修了判定に係るものについての受付期間は, 修

了判定の結果発表日から起算して, 原則として, ７日以内とする｡

３ 異議申立てへの回答に不服がある当該学生は, 再異議申立てを行うことができる｡

４ 再異議申立ての受付期間は, 異議申立ての回答を受理した日から起算して, 原則として, ７日以内と

する｡

５ 異議申立て又は再異議申立てを行う学生は, 異議申立書・再異議申立書 (別記様式第３号) を農学部・

共同獣医学部等連大事務室連大事務係に提出しなければならない｡

６ 研究科長は, 異議申立て及び再異議申立てについて, 速やかに調査等を行い, 申立ての日から起算し

て, 原則として, ７日以内に, 異議申立てに対する回答書 (別記様式第４号) により, 回答を行うも

のとする｡

―��―



７ 研究科長は, 調査等により過失が認められたとき又は疑義が想定されるとき等, ７日以内で解決が困

難な場合は, 当該学生に状況を説明するとともに, その内容を, 学長, 教育担当理事, 総務企画・コ

ンプライアンス推進室長, 監事及び学生部長 (以下 ｢学長等｣ という｡) に報告し, 対応について協

議するものとする｡

(調査及び調査結果報告等)

第５条 研究科長は, 異議申立て又は再異議申立てに伴う調査等の結果, 過失が認められたとき又は疑義

が想定されるとき等は, 直ちに, 過失又は疑義の発生原因が特定される時期まで遡って, 組織的に調

査等を行うものとする｡

２ 前項の調査等は, その開始日から, 原則として１月以内に終了するものとし, 調査終了後, 研究科長

は, 速やかに, 調査等の結果を学長等に報告するものとする｡ ただし, 調査等に時間を要する場合は,

適宜, 進捗状況を報告するものとする｡

３ 研究科長は, 当該学生に対し, 適宜, 途中経過を説明するとともに, 調査等終了後に, その結果を説

明するものとする｡

４ 研究科長は, 第３条第５項並びに第４条第６項及び第７項に該当する事案が解決した場合は, 遅滞な

く, 第３条第５項及び第４条第６項については, 教育担当理事及び学生部長に, 第４条第７項につい

ては, 学長等に報告するものとする｡

５ 研究科長は, 調査等の結果, 成績評価等における重大な過失又は疑義が判明した場合は, 成績評価基

準等の全ての教育の在り方について, 点検・見直しを行うものとし, 重大な過失が判明した場合は,

併せて学外有識者等による検証を実施するものとする｡
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�����������������������
平成��年２月１日 代議委員会決定

平成��年��月９日 一 部 改 正

平成��年１月��日 一 部 改 正

平成��年４月１日 実 施

１ 鹿児島大学大学院連合農学研究科では特に優秀な学生に対して表彰を行う｡

２ 表彰対象となる学生の選考は代議委員会から選出された委員で組織する委員会で選出し, 代議委員会

の承認を受け, 研究科長が対象となる学生を表彰する｡

３ 表彰を受ける学生はその年度１名とする｡ ただし, 代議委員会で特に認めた場合はこの限りでない｡

４ 表彰条件は別に定める｡

５ 表彰は賞状と記念の楯とする｡����������
当該年度内に修了する者で, 下記の条件を満たす者

１ 早期修了者

２ トップレベルの雑誌 (������, �������, ����) にファーストオーサーで掲載された場合
３ 連大の発展に極めて貢献した者として研究科長が認めた者

４ 標準修業年限内で学位論文を提出し学位論文その他の研究論文等により最も優秀な評価を受けた者

＊表彰の優先順位は上記１～４とする｡�����
各学部の代議委員会委員から選ばれた者各１名及び専任教員
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��������������������������
平成��年４月１日
研 究 科 長 裁 定

この申合せは, 鹿児島大学大学院学則第��条の規定に基づき, 鹿児島大学大学院連合農学研究科 (以下
｢本研究科｣ という｡) への再入学に関し必要な事項を定める｡

１. 本研究科を退学後, 再入学を希望する者は, 再入学時において退学後半年を経過し, かつ退学後の

期間は原則５年を超えないものとする｡

なお, 再入学は, 代議委員会・研究科教授会の議を経て学長が許可する｡

２. 再入学を許可された学生は, 退学前の連合講座又は専攻に所属するものとする｡

３. 修業年限は, 退学前の在学期間を通算する｡

４. 修得すべき単位 (時間) 数には, 退学前の既修得科目の単位 (時間) 数を通算する｡

５. その他, 特別な事情があるときは代議委員会で審議する｡
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平成��年２月１日 代議委員会決定
平成��年２月７日 一 部 改 正
令和４年１月７日 一 部 改 正

令和４年４月１日 実 施
令和４年５月��日 一 部 改 正
令和４年��月��日 一 部 改 正

令和５年４月１日 実 施

鹿児島大学大学院連合農学研究科の学位論文の審査等に関する細則 (以下 ｢細則｣ という｡) 第２条第
２項の規定に基づき, 本研究科に１年以上３年未満在学し, 優秀な成績を収めて, 所定の基準を満たし学
位取得する早期修了者について, 以下のとおり定める｡

(手順)
１ 早期修了の資格をもって申請する学生は, 主指導教員を通じて, 必要書類を添えて構成大学の代議委
員に申し出る｡ 申請の期限は, 前期にあっては, ４月末までに, 後期にあっては��月末までとする｡
２ 研究科長は申請を代議委員会に諮り, 可否を決定する｡
３ 前項により可とされた場合, 研究科長は, 資格審査委員会を設置し, 指導教員を除く, 関連分野の専
門の教員３名及び学生の所属する専攻の代議委員で構成する｡
なお, 資格審査委員会に委員長を置き, 代議委員をもって充てる｡
また, 学生及び指導教員から説明を求めることとする｡

４ 資格審査委員会が早期修了可と認めた場合, 研究科長は代議委員会に諮り, 審議の上, 出席者の４分
の３以上をもって可とする｡
代議委員会で承認された場合, 優秀学生早期修了候補者として認定し, 学位申請者とする｡

(申請資格)
１ 主論文を申請時に３報(注１) (投稿中の未受理学術論文は含まない｡) 以上有し, 学位申請要件を満た
し(注２), かつ, 以下の (基準) のいずれかに該当していること｡

(基準)
１ 主論文は, インパクトファクターが総計６以上であること｡ 但し, 少なくとも２報は, インパクトファ
クターが２以上のこと｡
２ 国内外の権威ある学会において学会賞あるいは奨励賞(注３)などを受賞した者｡
３ 代議委員会が特別に認めた賞を受賞した者｡

(提出書類)
１ 学位論文, 優秀と思われる主論文あるいは学会奨励賞等の写し, 研究業績書, 理由書, 指導教員の推
薦書及び単位 (成績) 証明書

(学位の授与)
代議委員会で早期修了候補者として認められた場合, 直近の研究科教授会で通常の学生と同様の手続に
より学位授与の判定を行う｡

(注１)主論文３報のうち少なくとも２報は���������であること｡
(注２)学位申請要件の必須単位である特別研究については, 申請が認められた場合, 設定した特別プログ

ラムを加えて合計６単位として認定する｡
(注３)ここでの権威ある学会賞あるいは奨励賞とは, 学会員が���名以上の学会が定める賞である｡

国内外で開催された学会でのポスター賞や優秀学生賞等及び学会の支部会等の賞は含まれない｡
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平成��年７月��日 代議委員会承認

平成��年２月７日 一 部 改 正

令和４年１月７日 一 部 改 正

令和４年４月１日 実 施

｢鹿児島大学大学院連合農学研究科の学位論文審査等に関する細則｣ 第２条第２項に基づき, 社会人早
期修了特別プログラムに申請し, 履修を許可された研究実績のある社会人に対して, 修業年限２年の早期
修了特別プログラムを実施する｡

(申請資格)
１. 入学時に有職者である者｡
２. 入学時前に, 入学後の研究課題に関連した学位取得条件である鹿児島大学大学院連合農学研究科で定
めた主論文となる論文 (査読付き学術論文) を１報以上有すること｡

(手順)
１. 早期修了を希望する学生は, 入学手続きの際に, 主指導教員の承諾を得て, 関係書類を添え, 社会人
早期修了プログラム履修申請書を提出する｡
２. 申請者のプログラム履修の可否は入学手続き時から, １ヶ月後の代議委員会にて決定する｡
３. 本プログラムに採択された社会人学生は, 半年後に研究の進捗について中間審査 (中間報告会) を受
ける｡
４. 本プログラムに採択された社会人学生は, １年後にプログラム進行状況について審査 (中間発表会)
を受ける｡
５. ２年間に学位論文, 主論文２報以上 (在学中), および修了必要単位��単位以上をもって早期修了対
象者として認定し, 学位申請できる｡

(社会人早期修了特別プログラムの実施)
本プログラムの実施に当たっては別に定める｡

(学位審査)
代議委員会で早期修了対象者として認められた場合, 公開審査会を開催し, 研究科教授会で学位授与の
可否を決定する｡

(その他)
２年間で学位取得要件を達成出来なかった学生は, 本プログラムを取り消される｡ (取り下げ書を提出
する｡)
なお, 修業年限は３年間の課程となり, 通常の手続きにより学位申請資格を得る｡
また, 専攻別特別研究 (２単位) �社会人早期修了プログラム�についても, 取り消され, 再度, 特別研
究 (２単位) を修得しなければならない｡

本プログラムは平成��年度より実施する｡
(注１)入学前の１報, 入学後の２報については ｢鹿児島大学大学院連合農学研究科の学位論文審査等に関

する申合せ｣ における主論文の要件等に該当すること｡
(注２)入学前の１報については, 入学前のアクセプト済主論文, 修士課程在籍中の主論文, 第１著者が複

数の主論文も可 (他の人が博士論文に使用していないこと)｡
(注３)入学後の２報は, 連合農学研究科在籍中にアクセプトされた論文とする｡ また, ２報のうち, 少な

くとも１報は�����������とする｡
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